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平成25年度当初予算
●毎月第3日曜日は「家庭の日」　●市の機構改革について
●目指せ「食の健康マイスター」　●西岳地区公民館などがオープン
●カレッジピアの会員募集　●市税などの納期一覧

その他の特集



予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方

　

昨
年
末
に
新
政
権
が
誕
生
し
、
日
本

経
済
の
再
生
を
図
ろ
う
と
大
胆
な
金
融

政
策
な
ど
が
進
め
ら
れ
、
24
年
度
補
正

予
算
と
25
年
度
当
初
予
算
を
合
わ
せ
て

１
０
０
兆
円
を
超
え
る「
15
ケ
月
予
算
」

を
編
成
し
、
切
れ
目
の
な
い
経
済
対
策

を
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
そ
の
よ
う
な
国
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
市
民
の
笑
顔
が
あ
ふ

れ
る
「
ス
マ
イ
ル
シ
テ
ィ
都
城
」
を
実

現
す
る
た
め
の
基
盤
づ
く
り
に
重
点
を

置
い
た
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
６
次
産
業
化
推
進
事
業
や

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
対
策
事
業
な

ど
、
農
林
畜
産
業
の
振
興
・
活
性
化
の

た
め
に
３
億
１
、２
８
８
万
円
、「
地
の

利
」
活
用
策
と
し
て
、
都
城
志
布
志
道

路
の
早
期
全
線
開
通
を
後
押
し
す
る
た

め
の
経
費
や
基
幹
道
路
整
備
事
業
な
ど

に
４
億
８
４
５
万
円
、
人
間
力
あ
ふ

本市の平成25年度の当初予算が成立しました。
「スマイルシティ都城」を実現するための基盤づくり予算として、都城の基
幹産業である農林畜産業の振興や地の利を生かすための基幹道路などの整
備、次世代を担う子どもたちを育成するための予算を盛り込みました。
また、総合支所や山間地域の活性化を図るため、地域活性化事業に必要な
基金を創設しました。� ◎問い合わせ　財政課　☎ 23−2113

スマイルシティ都城
基盤づくり予算

れ
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
の
た
め
に

必
要
な
英
語
教
育
や
、
図
書
館
サ
ポ

ー
タ
ー
の
充
実
な
ど
を
行
う
事
業
に

４
億
７
、３
７
８
万
円
を
計
上
し
、
都

城
が
持
つ
「
３
つ
の
宝
」
を
輝
か
せ
る

た
め
の
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
当
初
予
算
の
概
要

　

一
般
会
計
予
算
は
、
７
３
７
億
３
千

万
円
と
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ

57
億
２
千
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
面
で
は
、
定
年
退
職
者
の
増
な

ど
に
よ
り
人
件
費
が
１
億
４
千
万
円
増

加
し
、
１
１
５
億
７
千
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
普
通
建
設
事
業
費

は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

な
ど
に
よ
り
47
億
７
千
万
円
増
加
し
、

１
３
２
億
６
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
面
で
は
、
市
税
が
１
億
２
千
万

円
増
加
の
１
７
３
億
５
千
万
円
、
地
方

交
付
税
は
、
４
億
７
千
万
円
減
少
の

１
９
１
億
５
千
万
円
、
国
・
県
支
出
金
は
、

30
億
６
千
万
円
増
加
の
１
６
１
億
８
千
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
市
債
発
行
額
は
、
普
通

建
設
事
業
費
の
増
加
に
よ
り
、
前
年
度

に
比
べ
16
億
円
増
加
の
99
億
７
千
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
市
債
残
高
に

つ
い
て
は
、
後
年
度
の
地
方
交
付
税
で

１
０
０
㌫
措
置
さ
れ
る
臨
時
財
政
対
策

債
を
除
く
と
、
ほ
ぼ
横
ば
い
の
見
込
み

で
す
。

平成25年度当初予算の姿
◎�７つのマニフェストを中心的な施
策として都城が持つ３つの宝、「農
林畜産業」「地の利」「次世代を
担う子どもたち」を輝かせるため
に、11億 9,511万円を計上
◎財政健全化を引き続き堅持
　�臨時財政対策債を除く市債残高
は、前年度と同水準（24 年度末
936 億円→25年度末 935億円）
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平成25年度当初予算
予算の概要

農
林
畜
産
業
者
の
所
得
向
上
を
目
指
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す

６
次
産
業
化
推
進
事
業

【
予
算
額　

２
億
６
、０
０
５
万
円
】

６
次
産
業
化
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
農

業
の
「
生
産
し
て
販
売
す
る
」
と
い
う

ス
タ
イ
ル
か
ら
、「
生
産
し
て
、
地
元

で
加
工
し
、
付
加
価
値
を
付
け
て
販
売

す
る
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
へ
転
換
し
、

地
元
の
農
林
畜
産
業
者
の
所
得
を
向
上

さ
せ
、
ひ
い
て
は
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
も
の
で
す
。

市
で
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
畜

産
業
の
６
次
産
業
化
に
向
け
て
、
積
極

的
に
国
や
県
の
事
業
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
推
進
す
る
た
め
の
組
織
体
制
の
確

立
や
市
独
自
の
支
援
事
業
な
ど
に
つ
い

て
、
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

①
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
語
学
指
導
事
業

【
予
算
額　

３
、０
６
７
万
円
】

②
小
学
校
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
事
業

【
予
算
額　

９
２
２
万
円
】

③
早
水
公
園
整
備
事
業

【
予
算
額　

２
億
９
、７
１
９
万
円
】

④
高
城
運
動
公
園
整
備
事
業

【
予
算
額　

１
億
３
、６
７
０
万
円
】

平
成
28
年
度
ま
で
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国

語
指
導
助
手
）
の
倍
増
を
目
指
し
ま

す
。
今
年
度
は
２
人
増
員
し
て
９
人
と

し
、
語
学
力
の
向
上
や
豊
か
な
国
際
感

覚
を
身
に
付
け
る
機
会
を
拡
大
し
ま
す
。

①
都
城
志
布
志
道
路
関
連
事
業

【
予
算
額　

３
０
２
万
円
】

②
山
之
口
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
事
業

【
予
算
額　

２
、３
１
３
万
円
】

③
基
幹
道
路
な
ど
の
整
備

　
（
鷹
尾
上
長
飯
通
線
）

【
予
算
額　

３
億
８
、２
３
０
万
円
】

都
城
志
布
志
道
路
は
、
発
生
が
危
惧

さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の

災
害
時
に
志
布
志
港
と
内
陸
部
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
シ
テ
ィ
と
な
る
都
城
を
結
ぶ

「
防
災
の
道
」、
都
城
の
物
流
を
支
え
地

域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
「
経
済
の
道
」、

３
つ
の
宝
を
輝
か
せ
る
事
業
を
推
進

名
実
と
も
に
「
日
本
一
の
和
牛
産
地
」

を
目
指
し
ま
す

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
対
策
事
業

【
予
算
額　

５
、２
８
３
万
円
】

平
成
29
年
に
開
催
さ
れ
る
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
宮
城
県
大
会
に
合
わ
せ
、

５
カ
年
計
画
で
必
要
な
対
策
や
予
算
措

置
を
行
い
、
名
実
と
も
に
「
日
本
一
の

和
牛
産
地
」
の
称
号
獲
得
の
た
め
に
、

最
後
ま
で
生
産
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
ま
す
。

今
年
度
は
、
都
城
産
の
能
力
の
あ
る

種
雄
牛
を
作
り
上
げ
る
た
め
、
新
規
種

雄
牛
人
工
授
精
推
進
事
業
や
新
規
種
雄

牛
肥
育
素
牛
導
入
事
業
な
ど
を
行
い

デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
と
と
も
に
、
育
成

技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
な
ど
、

総
合
的
な
対
策
を
行
い
ま
す
。

都城が
持つ宝

加
え
て
、
都
城

広
域
定
住
自
立

圏
域
の
救
急
医

療
体
制
を
構
築

す
る
「
医
療
の

道
」
と
し
て
も

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
早
期
の
全
線
開
通
に
向
け
て

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
山
之
口
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
事

業
や
基
幹
道
路
の
整
備
事
業
な
ど
を
行

い
、
さ
ら
に
「
地
の
利
」
を
拡
大
し
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校

図
書
館
の
利
用

促
進
を
図
る
た

め
に
配
置
し
て

い
る
図
書
館
サ

ポ
ー
タ
ー
を
10

人
か
ら
13
人
に
増
員
す
る
な
ど
、
児
童

の
読
書
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
早
水
公
園
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

の
用
地
取
得
の
ほ
か
、
高
城
運
動
公
園

に
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
建
設
す
る
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
も
図
り
ま
す
。

６次産業化による

　
   

農
林
畜
産
業
の
振
興

　

    「
地
の
利
」
の
活
用

　

   

人
間
力
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
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平成25年度の一般会計予算は、７3７億3,０００万円を計上。
ここでは、予算の内訳について、費目ごとに増減の主な要因を紹介すると
ともに、一般会計予算を家計簿に例え、分かりやすく解説します。

一般会計歳入歳出予算総額

その他
226億7,000万円

（30.7％）

扶助費
174億2,000万円

（23.6％）

人件費
115億7,000万円

（15.7％）

公債費
88億1,000万円

（12.0％）

普通建設事業費
132億6,000万円

（18.0％）

市債
99億7,000万円
（13.5％）

国・県支出金
161億8,000万円

（21.9％）

その他
110億8,000万円

（15.1％）
市税

173億5,000万円
（23.5％）

地方交付税
191億5,000万円

（26.0％）

７３７億３,０００万円
（対前年度比８．４％増）

款名 平成24年度�
当初予算（Ａ）

平成25年度�
当初予算（Ｂ）

増減額�
（Ｂ）−（Ａ） 増減の主な要因

議会費 416,839 415,900 △ 939

総務費 6,885,248 7,315,633 430,385 地域振興基金への積み立て、新防災行政無線整備事業など
の増額

民生費 24,945,854 26,386,116 1,440,262 障害者福祉サービス給付費や法人立保育所入所負担金など
の増額

衛生費 7,014,656 11,700,064 4,685,408 クリーンセンター建設事業などの増額
労働費 5,454 9,393 3,939 実践型地域雇用創造事業の増額
農林水
産業費 3,338,502 3,724,566 386,064 農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業や森林整備加

速化・林業再生事業などの増額
商工費 2,394,088 2,444,813 50,725 山田パークゴルフ場整備事業などの増額

土木費 6,397,745 6,079,252 △ 318,493 社会資本整備総合交付金事業（鷹尾上長飯通線）や公営住
宅ストック総合改善事業などの減額

消防費 2,011,345 2,317,433 306,088 消防救急無線デジタル化整備事業や高崎分署移転事業など
の増額

教育費 5,084,951 4,185,353 △ 899,598 西岳小学校建設事業や山田体育館改修事業、西岳地区公民
館建設事業などの事業終了

その他 9,515,318 9,151,477 △ 363,841
合　計 68,010,000 73,730,000 5,720,000 

一般会計歳出予算費目別一覧

一般会計予算

（単位：千円）

歳　出
737億3,000万円

歳　入
737億3,000万円

【用語解説】
市　債▶建設事業や災害復旧事業などの財源となる借入金　　扶助費▶生活保護や児童・老人福祉事業などに要する経費
公債費▶市が発行した市債（借金）返済のための経費

【用語解説】
総務費▶課税、戸籍、選挙などの経費　　民生費▶高齢者や児童、障がい者などの福祉のための経費
衛生費▶保健衛生や清掃などの経費　　　教育費▶教育や文化財保護、スポーツ振興などの経費

42013.4



平成25年度当初予算
予算の内訳

収　入支　出

都城市の家計簿
平成25年度の一般会計予算を、月額30万円の家計に置き換えると

市債残高の推移（全会計）

実質公債費比率と将来負担比率の比較（県内９市）

項　　　目 金　額 割　合

給料（地方税など） 82,151円 27.4%

家族からの仕送り（地方交付税） 77,926円 26.0%

親戚などからの援助（国・県補助金） 65,825円 21.9%

その他の収入（使用料・手数料など） 22,048円 7.4%

新たな借金（市債） 40,549円 13.5%

預貯金の取り崩し（繰入金） 11,501円 3.8%

項　　　目 金　額 割　合

食費（人件費） 47,063円 15.7%

保険料や医療費（扶助費） 70,865円 23.6%

家屋の増改築・修理（投資的経費） 54,909円 18.4%

ローン返済（公債費） 35,864円 12.0%

預貯金（積立金） 2,577円 0.9%

その他の生活費（物件費・維持補修費など） 88,722円 29.4%

（％）
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50　

0　　
え
び
の
市

西
都
市

串
間
市

日
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小
林
市

日
南
市

延
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市

宮
崎
市

都
城
市

9.1

33.4

106
83.7

131.3
104.3

113.9

47.5 18.8
0

11.8

実質公債費比率（左目盛り）
将来負担比率　（右目盛り）

11.3

14.7
12.9

14.8

11.3 11.5

7.2

（億円）
1,500

1,250

1,000

750

0

臨時財政対策債 合併特例債 その他

※平成24・25年度は見込み

H17� H18� H19� H20� H21� H22� H23� H24� H25

1,216

1,321 1,297
105

1,169

121

1,104

1,295

134

57

7

1,034

1,252

143

75

963

1,218

161

94

894

1,190

191

105

816

1,164

213

135

752

1,169

233

184

701

1,186

251

234

臨時財政対策債を除く市債残高は
前年度末と同水準を維持！
市の借入金は、地方交付税の代わりに市
が発行する臨時財政対策債、合併後の
10 年間に限り市が発行できる合併特例
債と、その他の借入金からなります。
後年度の地方交付税で臨時財政対策債は
100％、合併特例債は 70％、借入金の元
利償還金に対して措置されます。
※�全会計とは、一般会計、特別会計、企
業会計を合わせたもの。数字は、各年
度末の残高

本市の実質公債費比率と将来負担比率は
いずれも低く、財政の健全度が高い！
実質公債費比率▶市の自由になる歳入のうち
全会計の借入金の返済に充てた割合を表す数
値で、本市は 9.1％と健全な財政運営が図られ
ています。この指標が 18％を超えると新たな
借り入れには国の許可が必要となります。
将来負担比率▶家計に例えると給与収入の
何年分の借金があるかというもので、本市は
33.4％。350％を超えると国から指導があります。

936 935

同  

水  

準
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こ
ど
も
基
金
活
用
事
業

【
予
算
額　

２
４
０
万
円
】

　

市
民
が
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育

て
、
子
ど
も
が
生
き
生
き
と
育
つ
環
境

を
整
え
る
た
め
に
、
子
ど
も
基
金
を
活

用
し
て
子
育
て
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
自
ら

実
施
す
る
事
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の

補
助
金
の
交

付
回
数
（
累

計
３
回
）
の

制
限
を
撤
廃

し
、
継
続
し

て
支
援
で
き

る
よ
う
に
改

め
ま
し
た
。

障
害
幼
児
言
語
訓
練
事
業

【
予
算
額　

１
４
３
万
円
】

　

言
語
発
達
に
遅
れ
の
あ
る
就
学
前
の

幼
児
と
そ
の
保
護
者
に
、
言
語
聴
覚
士

に
よ
る
言
語
訓
練
や
言
語
発
達
に
関
す

る
相
談
・
指
導
を
行
い
ま
す
。

養
豚
生
産
性
向
上
対
策
事
業

【
予
算
額　

１
、１
０
０
万
円
】

養
豚
経
営
は
、
飼
料
代
の
高
止
ま
り
な

ど
で
厳
し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
母
豚
の

導
入
に
か
か
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
、

生
産
基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

ここでは、スマイルシティ都城の基盤づくり予算として編成した、
平成25年度当初予算の中で、特色ある事業を紹介します。

平成25年度当初予算

特色ある事業

総合支所のある山之口・高城・山田・高崎地区
や市の山間部に位置する中郷・志和池・庄内・西
岳地区では、少子高齢化が進み、人口も減少して
います。
そこで、そのような地域の活性化を図るために、
地域振興基金２億円を積み立て、地域のまちづく
りに活用してもらいます。
　この基金の一番の特長は、地域でその使い道を
決めてもらうことにあります。地域住民で何を重
点的に進めていくかを話し合い、実施する事業を
決定します。その事業
を実施する上で、財源
となるのがこの地域振
興基金です。

地域活性化のための基金に２億円を積み立て
平成25年～28年度までの４年間で地域を活性化します（地域活性化事業）

地域の住民など地域審議会
各総合支所などで要望の調整

地域振興基金の
取り崩し

地域活性化事業
として予算化し、
事業着手

○一般会計予算
737億3,000万円　　　　　

○特別会計予算
447億8,475万6,000円

○企業会計予算
37億4,239万8,000円

合　計
1,222億5,715万4,000円

地域振興基金
４年分をまとめて

２億円積み立て
※ １年当たり 5,000 万
円を地域活性化事業
の財源に充てます

権限と財源を
移譲

財 源

権 

限
地域振興基金の地域振興基金の
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平成25年度当初予算
特色ある事業

郡
元
東
南
地
区
緊
急
整
備
事
業

【
予
算
額　

５
、３
０
０
万
円
】

　

郡
元
東
南
地
区
は
、
道
路
の
狭
い
と

こ
ろ
や
道
路
が
冠
水
す
る
地
域
が
あ
る

た
め
、
道
路
の
拡
幅
工
事
や
側
溝
の
敷

設
工
事
を
行
い
、
市
街
地
環
境
を
改
善

し
ま
す
。

健
康
医
療
ゾ
ー
ン
整
備
事
業

【
予
算
額　

12
億
３
、３
６
９
万
円
】

　

今
年
度
は
市
郡
医
師
会
病
院
な
ど
の

施
設
の
建
築

や
多
目
的
広

場
の
土
地
造

成
工
事
な
ど

を
行
い
、
平

成
26
年
度
中

の
開
院
を
目

指
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
吉
都
線
１
０
０
周
年
記
念
事
業

【
予
算
額　

７
０
６
万
円
】

　

10
月
８
日
に
開
業
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
Ｊ
Ｒ
吉
都
線
都
城
駅
。
１
０
０
周

年
を
記
念
し
て
式
典
を
行
う
ほ
か
、
環

霧
島
周
遊
列
車
の
運
行
や
都
城
・
谷
頭
・

高
崎
新
田
駅
の
３
駅

で
同
時
物
産
展
を
行

う
な
ど
、
吉
都
線
の

魅
力
を
広
く
情
報
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
運
営
協
議
会
制
度
推
進
事
業

【
予
算
額　

３
２
８
万
円
】

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
協
働
し
な
が
ら
、

地
域
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
の
成
長
を

支
え
る
た
め
、
各
小
・
中
学
校
に
学
校

運
営
協
議
会
を
設
置
し
、
学
校
の
運
営

や
教
育
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

雇
用
創
出
ゾ
ー
ン
関
連
整
備
事
業

【
予
算
額　

５
億
２
、２
６
６
万
円
】

　

雇
用
創
出
ゾ
ー
ン
の
都
城
イ
ン
タ
ー

工
業
団
地
大
井
手
地
区
（
５
・
５
㌶
）

は
今
年
度
か
ら
分
譲
を
開
始
し
ま
す
。

ま
た
、
穂
満
坊
地
区
（
17
・
３
㌶
）
は
、

平
成
27
年
度
の

分
譲
開
始
を
目

指
し
、
今
年
度

は
、
造
成
工
事

な
ど
を
行
い
ま

す
。

高
崎
分
署
移
転
事
業

【
予
算
額　

１
億
３
、４
５
０
万
円
】

　

北
消
防
署
高
崎
分
署
は
、
昭
和
47
年

に
建
設
さ
れ
、建
築
後
40
年
が
経
過
し
、

老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
高
崎
総
合

支
所
敷
地
内
へ
新
築
移
転
し
ま
す
。

都
城
島
津
伝
承
館
特
別
展
開
催
事
業

【
予
算
額　

５
４
０
万
円
】

　

徳
川
幕
府
崩
壊
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
ペ
リ
ー
来
航
か
ら
１
６
０
年
。
新
た

な
国
家
へ
の
船
出

で
あ
る
幕
末
維
新

期
に
焦
点
を
当
て
、

都
城
島
津
家
と
鹿

児
島
藩
の
人
々
の

動
向
と
歴
史
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

美
術
館
特
別
展
・
企
画
展
事
業

【
予
算
額　

１
、４
６
０
万
円
】

　

陶
芸
や
書
、
絵
画
な
ど
幅
広
い
分

野
の
芸
術
家
と
し
て
著
名
な
北
大
路

魯ろ
さ
ん
じ
ん

山
人
。
特
別
展
で
は
、
笠
間
日
動
美

術
館
所
蔵
の
魯
山
人
の
作
品
約
80
点
を

展
示
し
ま
す
。

そのほかの事業内容
　都城市総合計画の４つの基本理念
ごとに掲載します。

① 市民が主役のまち
総額160億92万円

◎市歌制定事業� 104万円
◎行政事務連絡経費 9,389万円
◎まちづくり協議会設置推進事業

4,981万円
◎市議会議員選挙費

１億1,995万円

② ゆたかな心が育つまち
総額739億6,107万円

◎がん検診事業 1億1,438万円
◎児童手当給付費 31億3,710万円
◎市町村子ども子育て支援事業
　計画策定事業 373万円

③ 緑あふれるまち
総額82億3,893万円

◎指定ごみ袋事業 6,659万円
◎志和池最終処分場第２期建設事業

４億4,400万円
◎ごみ収集運搬費 ４億4,361万円
◎クリーンセンター建設事業

53億9,892万円

④ 活力あるまち
総額240億5,624万円

◎森林整備加速化・林業再生事業
１億169万円

◎青年就農給付金事業 2,120万円
◎農業体質強化基盤整備促進事業

9,000万円
◎がんばる農家収益向上整備事業

500万円

※大井手地区は
　都城市土地開発公社で実施します
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家
庭
は
、
家
族
の
大
切
な
よ
り

ど
こ
ろ
。
子
ど
も
た
ち
が
基
本
的

な
生
活
習
慣
な
ど
を
身
に
付
け
、

人
格
を
形
成
し
て
い
く
場
所
で
す
。

そ
こ
で
、
家
族
み
ん
な
が
話
し
合

う
機
会
を
多
く
持
つ
こ
と
で
家
族

の
絆
を
深
め
、
明
る
く
楽
し
い
家

庭
づ
く
り
を
進
め
る
き
っ
か
け
と

す
る
た
め
に
「
家
庭
の
日
」
を
定

め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
大
人
は
仕
事
が
忙
し

く
子
ど
も
は
塾
通
い
や
習
い
事
で
、

家
族
全
員
が
そ
ろ
っ
て
話
を
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
家
庭
の
在
り
方
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
家
庭
の
日
」と
は

　

家
庭
の
日
は
、
昭
和
30
年
に
鹿

児
島
県
さ
つ
ま
町
（
旧
鶴
田
町
）

で
、
家
庭
の
大
切
さ
を
見
直
す
こ

と
と
、
農
業
従
事
者
の
休
日
を
設

け
る
動
き
が
き
っ
か
け
と
な
り
誕

生
し
ま
し
た
。

　

宮
崎
県
で
も
、
毎
月
第
３
日
曜

日
を
家
庭
の
日
と
定
め
る
県
条
例

を
昭
和
52
年
に
制
定
。
市
教
育
委

員
会
で
も
こ
の
運
動
を
推
進
し
て

い
て
、
家
庭
の
日
の
普
及
に
向
け

た
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
や
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
推
進

　

家
庭
の
日
を
推
進
す
る
に
は
、

大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
過
ご
す

た
め
の
時
間
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、
家

庭
の
日
に
は
中
学
校
の
部
活
動
を

休
み
に
す
る
よ
う

呼
び
掛
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
で
も

団
活
動
を
行
わ
な

い
こ
と
を
申
し
合

わ
せ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
主

催
の
行
事
な
ど
も

家
庭
の
日
に
は

行
わ
な
い
よ
う

調
整
す
る
ほ
か
、
市
の
体
育
施
設

は
家
族
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
優
先
的
に
開
放
す
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
各
地
域

で
も
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
進
め
、

家
庭
や
学
校
、
地
域
が
一
緒
に
な

っ
て
家
庭
の
日
を
推
進
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
各
事
業
者
も
家
族
で
参
加

で
き
る
行
事
の
開
催
や
、
定
期
的
に

残
業
し
な
い
日
を
設
け
る
な
ど
し
て
、

家
族
団
ら
ん
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を

支
援
し
ま
し
ょ
う
。

６
人
の
子
ど
も

を
育
て
な
が
ら

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

も
積
極
的
に
参
加

し
て
い
る
高
木
か
お
る

さ
ん
（
早
鈴
町
）
と
、
子
育
て
支
援

グ
ル
ー
プ
で
母
親
ら
の
育
児
支
援
を
行
っ
て
い

る
小
林
隆
子
さ
ん
（
横
市
町
）
に
、
家
庭
の
在
り
方
に

つ
い
て
対
談
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
の
子
ど
も
た
ち
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に

何
か
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

高
木
さ
ん　

最
近
の
子
ど
も
た
ち
は
、放
課
後
も
忙
し
い
子
ど

　

�

も
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
放
課
後
と
い
う
と

昔
は
友
だ
ち
と
遊
ぶ
時
間
や
場
所
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う

ん
で
す
が
、
今
は
そ
う
い
う
子
ど
も
た
ち
も
見
掛
け
な
く

な
り
ま
し
た
。

小
林
さ
ん　

私
も
実
感
し
て
い
ま
す
。
習
い
事
や
部
活
動
で

　

�

忙
し
い
だ
と
か
、
疲
れ
た
と
話
す
子
ど
も
が
い
る
こ
と
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
毎
日

が
楽
し
く
て
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
の
に
、
ど
う
し
て
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

高
木
さ
ん　

親
の
方
も
毎
日
が
忙
し
過
ぎ
て
、
子
ど
も
が
ゴ

　

�

ロ
ゴ
ロ
し
て
の
ん
び
り
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
大
丈
夫

か
な
と
い
う
気
持
ち
か
ら
「
宿
題
済
ん
だ
の
」
と
尋
ね
て

し
ま
い
、「
の
ん
び
り
し
て
い
る
ん
だ
ね
」
と
い
う
の
が
親

の
口
か
ら
も
出
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
ね
。
本
来
は
そ

う
い
う
時
間
を
保
障
し
て
あ
げ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

小
林
さ
ん　

子
ど
も
は
忙
し
く
し
て
い
な
い
と
い
け
な
い
よ

　

�

う
な
錯
覚
は
、
社
会
の
雰
囲
気
が
そ
う
さ
せ
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
子
ど
も
も
本
当
は
オ
フ
の
時
間
が
必

要
な
ん
で
す
よ
ね
。

毎月第３日曜日は
可能な限り公務は行
わず、家族で一緒に
過ごす時間を大切に
して家庭の日を実践
したいと思います。

市民の皆さんと一
緒に家庭の日を推進
して、明日の都城
を担う健やかでた
くましい子ども
たちを育てて
いきましょう。

毎
月
第
３
日
曜
日
は「
家
庭
の
日
」

一
家
団
ら
ん
で
家
族
の
絆
を
深
め
ま
し
ょ
う
！

毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」
で
す
。
家
族
が
一
緒
に
過
ご
し
一
家
団
ら
ん
を
大
切
に
す
る
日
。

こ
の
運
動
を
支
援
し
て
い
る
協
賛
施
設
や
店
舗
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
健
全
な

子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
た
め
に
学
校
や
地
域
も
一
緒
に
な
っ
て
こ
の
運
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課　

☎
23

−

９
５
４
５

して、明日の都城
を担う健やかでた
くましい子ども
たちを育てて
いきましょう。

池
田
市
長
自
ら

家
庭
の
日
を
実
践
し
ま
す
！

テーマ
１



協
力
店
が
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　

県
内
各
地
の
施
設
や
店
舗
な
ど

で
利
用
で
き
る
優
待
券
を
発
行
し

て
い
ま
す
。
市
内
で
も
、
都
城
島

津
邸
や
歴
史
資
料
館
な
ど
の
入
館

料
が
無
料
に
な
る
ほ
か
、
道
の
駅

や
温
泉
施
設
、
遊
技
場
、
飲
食
店

な
ど
で
料
金
の
割
り
引
き
な
ど
の

特
典
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
協
力
店
を
募
集
中
！

　

協
力
店
や
施
設
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
広
告
料
な
ど
特
別
な
負
担

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は

宮
崎
県
こ
ど
も
家
庭
課
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
県
こ
ど
も
家
庭
課　

　

☎
０
９
８
５

−

26

−

７
０
４
１

「
家
庭
の
日
」
は
こ
ん
な
こ
と
を
家
族
で
行
い
ま
し
ょ
う
！

県
は
「
遊ゆ

う
し
ょ
く
は
か
ん
ど
う

食
話
汗
働
」（
夕
食
は
感
動
）
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

次
の
５
つ
の
共
感
活
動
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。
何
か
特
別
な
事
を
す
る
の

で
は
な
く
、
家
族
が
み
ん
な
で
過
ご
す
工
夫
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
う
し
た
こ
と
を
日
頃
か
ら
意
識
し
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

５つの共感活動

※対象店舗や特
典の内容など
は県のホーム
ページで確認
してください

優待券で　  　しちゃおう！

※利用する時に持参ください。コ
ピーも可。宮崎県のホームペー
ジからも取得できます

我が家の「家庭度」を
チェックしてみよう！

□ 子どもは学校での出来事や友だちのこ
とを家で話していますか？

□ 子どもの話を時間をかけて聞いていますか？
□ 家族間であいさつはできていますか？
□ 一日の出来事などを話しながら、みん
なで楽しく食事をしていますか？

□ 食事の準備や片付けをみんなでやって
いますか？

□ 家族それぞれに役割分担を決めていますか？
□ 親として家庭での役割を果たしていますか？
□ 子どもを叱ったり、ほめたりすることが
できますか？

□家族みんなでよく外出しますか？
□家族で出掛けるのは好きですか？

８個以上…今のままで大丈夫
５〜７個… 家族との触れ合いをもっと増や

しましょう
４個以下… 家族と触れ合う時間を見直し

てみましょう

家
族
の
時
間
は
ど
う
し
た
ら
つ
く
れ
ま
す
か
？

高
木
さ
ん　

毎
日
10
分
で
も
い
い
の
で
、
子
ど
も
が
話
し
掛

　

�

け
て
き
た
と
き
に
は
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
大

事
か
な
と
思
い
ま
す
。
長
い
時
間
、
一
方
的
な
話
を
し
て

も
う
っ
と
う
し
く
思
わ
れ
る
の
で
、
短
い
時
間
で
も
い
い

で
す
か
ら
、
求
め
ら
れ
た
時
に
は
可
能
な
限
り
振
り
向
い

て
あ
げ
る
こ
と
も
親
の
務
め
か
な
と
思
い
ま
す
。

小
林
さ
ん　

傾
聴
す
る
っ
て
大
事
だ
よ
っ
て
子
育
て
講
座
で

　

�

聞
い
て
、
私
も
試
し
て
み
た
ん
で
す
ね
。
子
ど
も
の
目
線

に
な
っ
て
忙
し
い
時
で
も
「
よ
し
」
と
思
っ
て
や
っ
て
み

た
ら
、
本
当
に
５
分
ぐ
ら
い
で
話
は
終
わ
る
ん
で
す
よ
ね
。

子
ど
も
に
顔
を
向
け
て
話
を
聞
く
と
子
ど
も
の
表
情
も
分

か
る
し
、
自
分
も
親
身
に
な
る
。
子
ど
も
も
満
た
さ
れ
て

親
も
ち
ゃ
ん
と
分
か
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
、
そ
う
い
う
日
々

の
時
間
が
大
事
か
な
と
思
い
ま
す
。

家
庭
の
日
は
ど
ん
な
日
に
し
た
い
で
す
か
？

高
木
さ
ん　

基
本
は
毎
日
が
家
庭
の
日
な
の
で
し
ょ
う
が
、

　

�

そ
う
は
言
っ
て
も
難
し
い
家
庭
だ
っ
て
あ
り
ま
す
よ
ね
。

今
の
時
代
、
そ
う
い
う
啓
発
で
き
る
日
が
あ
る
こ
と
は
意

義
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
し
、
家
庭
を
見
つ
め
直
す

き
っ
か
け
に
な
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

小
林
さ
ん　

家
庭
は
こ
ん
な
に
温
か
い
ん
だ
よ
っ
て
い
う
話

　

�

が
で
き
れ
ば
い
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
家
族
を
見
つ

め
直
す
機
会
を
つ
く
る
た
め
に
も
、
家
族
で
参
加

し
て
、
親
子
で
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
を

考
え
て
い
け
た

ら
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

テーマ
２

テーマ
３

得

共話

共食

共遊

共働 共汗

家族一緒に楽しく語らい
ながら食事をしましょう

スポーツや野外活動に
家族そろって参加し、心
地よい汗を流しましょう

地域の奉仕活動などに
積極的に参加し、親子
一緒に働きましょう

自然に親しんだり、
地域行事などに参
加したりして親子一
緒に遊びましょう

一日の出来事
などを親子で
話しましょう



働
く
世
代
の
た
め
の
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム

目
指
せ
「
食
の
健
康
マ
イ
ス
タ
ー
」

働
く
世
代
の
た
め
の
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム

目
指
せ
「
食
の
健
康
マ
イ
ス
タ
ー
」

働
く
世
代
の
人
を
対
象
に
、
管
理
栄
養

士
が
食
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
を
お
手

伝
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

−

２
７
６
５

規
則
正
し
く
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

を
と
る
こ
と
は
、
健
康
の
基
本
で
す
。

今
回
の
健
康
教
室
で
は
、
調
理
実
習
な

ど
を
通
し
て
、
減
塩
方
法
な
ど
食
に
関

す
る
知
識
を
身
に
つ
け
、
健
康
を
見
直

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

教
室
は
春
・
秋
コ
ー
ス
を
用
意
し
て

い
て
、
ポ
イ
ン
ト
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

４
回
の
調
理
実
習
や
講
座
に
参
加
し
た

り
、
食
事
や
体
重
の
推
移
を
記
録
し
た

り
す
る
こ
と
で
、「
食
の
健
康
マ
イ
ス

タ
ー
」
の
認
定
証
と
あ
な
た
の
健
康
を

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
者　

平
成
24
年
度
に
健
康
診
査

を
受
け
た
40
歳
～
64
歳
ま
で
の
市
民
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①�

Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
肥
満
指
数
）
が
25
以
上
ま

た
は
、
腹
囲
85
㌢
以
上
の
男
性
、
同

90
㌢
以
上
の
女
性

②
血
圧
や
血
糖
値
が
高
め
の
人

③
食
生
活
を
改
善
し
た
い
人

④
①
②
に
該
当
す
る
人
の
家
族
や
友
人

　食
の
健
康
マ
イ
ス
タ
ー
に
な
る
と

・�

健
康
づ
く
り
の
専
門
家
の
話
が
聞
け

る
研
修
会
な
ど
に
参
加
で
き
ま
す

・��

健
康
教
室
や
健
康
増
進
を
目
的
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を
提
供
し

ま
す

・�

健
康
グ
ッ
ズ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す

�
日程・場所 内容

5/28 ㈫�コ
5/30 ㈭�

オリエンテーション
高血圧や高血糖が体に
及ぼす影響を学習

7/17 ㈬�
7/21 ㈰�コ

調理実習（家族で参加可）
おいしく減塩ワンプ
レートランチ

8/27 ㈫�コ
8/30 ㈮�

調理実習
血糖値を上げないため
の食事

9/24 ㈫�コ
9/27 ㈮�

修了式
体重の変化と生活習慣
の変化を確認

●時間��９時30分～12時
�●定員��各会場30人
●料金��100円（材料代）
●場所���コ コミュニティセンター
� � �高城生涯学習センター
●申込期間��４月１日㈪～５月17日㈮
●申し込み��
　コは健康課��☎23-2765
　 は高城保健センター��☎58-6800
●その他　今回は、春コース（５～
９月）のみ募集します。秋コース（10
～２月）は詳細が決まり次第、案
内します

食の健康マイスター
春コース（５月〜９月）

４
月
１
日
か
ら

新
し
い
組
織
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

◎
問
い
合
わ
せ　

行
政
改
革
課　

☎
23

−

７
１
６
１

４
月
か
ら
市
役
所
の
組
織
や
事
務
体
制

の
一
部
を
変
更
し
ま
す
。
今
回
の
見
直

し
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
都
城
市
の
持
つ
３

つ
の
宝「
農
林
畜
産
業
」「
地
の
利
」「
次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
」
の
う
ち
の

一
つ
「
農
林
畜
産
業
」
の
振
興
を
推
進

す
る
た
め
の
部
署
を
新
設
。「
ス
マ
イ

ル
シ
テ
ィ
都
城
」
の
実
現
に
向
け
て
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

六
次
産
業
化
推
進
事
務
局
の
設
置

農
林
業
生
産
者
の
所
得
向
上
や
、
新
た

な
雇
用
の
場
の
創
出
が
期
待
さ
れ
て
い

る
６
次
産
業
化
。
農
林
畜
産
業
の
生
産
、

加
工
、
流
通
・
販
売
の
各
分
野
の
連
携

を
強
化
し
て
、
こ
の
６
次
産
業
化
を
推

進
す
る
た
め
、
新
た
に
部
に
準
ず
る
組
織

と
し
て
「
六
次
産
業
化
推
進
事
務
局
」
を

設
置
し
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林

畜
産
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

６
次
産
業
化
推
進
計
画
の
策
定
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を
通
じ
て
、
関
係

者
間
の
連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

◎
六
次
産
業
化
推
進
事
務
局

　

☎
23

−

２
１
９
３

共
進
会
対
策
室
の
設
置

昨
年
10
月
に
長
崎
県
で
開
催
さ
れ
た

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
、
宮
崎
牛
が

２
大
会
連
続
の
日
本
一
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
市
か
ら
は
２
大
会
連
続
で
、

県
代
表
に
選
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
出
場

を
逃
し
て
い
る
状
況
で
す
。

本
市
は
、
牛
、
豚
、
鶏
の
産
出
額
で

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
そ
の
地
位

を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
牛
肉
を
は
じ

め
と
す
る
畜
産
物
の
一
層
の
品
質
の

向
上
を
図
り
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

畜
産
課
内
に
「
共
進
会
対
策
室
」
を
設

け
、
畜
産
共
進
会
に
向
け
た
支
援
体
制

を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

◎
畜
産
課　

☎
23

−

２
７
６
９

消
防
組
織
の
見
直
し

　

所
管
事
務
を
分
か
り
や
す
く
表
す
た

め
、
消
防
局
の
警
防
課
の
名
称
を
警
防

救
急
課
に
変
更
し
ま
し
た
。

◎
警
防
救
急
課

　

☎
22

−

８
８
８
３
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西
岳
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、地
区
公
民
館
、

小
学
校
体
育
館
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が
オ
ー
プ
ン

西
岳
地
区
の
交
流
拠
点
施
設

西
岳
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

明
る
く
開
放
感
に
あ
ふ
れ
た
室
内

は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
随
所
に
木

材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ウ

ン
タ
ー
の
高
さ
を
従
来
の
施
設
の
も
の

よ
り
低
く
す
る
と
と
も
に
、
玄
関
か
ら

の
通
路
に
は
手
す
り
を
設
け
る
な
ど
、

体
の
不
自
由
な
人
や
車
い
す
の
人
も
利

用
し
や
す
い
よ
う
配
慮
し
た
、
み
ん
な

に
優
し
い
施
設
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
住
民
基
本
台
帳
事
務
や
戸
籍

の
届
け
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行
交
付

な
ど
、
従
来
の
取
扱
業
務
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

西
岳
地
区
公
民
館

●
研
修
室
・
和
室

　

会
議
や
研
修
会
、
生
涯
学
習
教
室
な

ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

※�

研
修
室
は
、
座
席
数
45
席
。
和
室
は
、

12
畳
の
広
さ
で
座
卓
４
台

●
調
理
室

　

調
理
講
習
会
や
調
理
実
習
な
ど
に
利

用
で
き
ま
す
。

※
調
理
実
習
台
４
台

●
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　

マ
ッ
サ
ー
ジ
機

や
ソ
フ
ァ
を
備
え
、

高
齢
者
だ
け
で
な

く
み
ん
な
が
く
つ

ろ
げ
る
癒
し
の
空

間
で
す
。

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

●
会
議
室

　

会
議
や
研
修
会
、
講
演
会
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
に
利
用
で
き
ま
す
。
ま

た
、
間
仕
切
り
す
る
こ
と
で
、
中
・
小

会
議
室
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

※
テ
ー
ブ
ル
使
用
の
場
合
90
席

　

椅
子
の
み
使
用
の
場
合
１
３
５
席

●
シ
ャ
ワ
ー
室

　

災
害
時
に
は
、
避
難
者
が
利
用
で
き

ま
す
。
ま
た
、
車
い
す
の
人
も
使
用
可

能
で
す
。

■
申
し
込
み

地
区
公
民
館
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
共
に
、

１
カ
月
前
か
ら
西
岳
地
区
公
民
館
窓
口

で
受
け
付
け
ま
す
。
利
用
希
望
者
は
公

民
館
利
用
許
可
申
請
書
ま
た
は
、
運
動

施
設
利
用
許
可
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

変
更
、
キ
ャ
ン
セ
ル
は
利
用
す
る
日

の
１
週
間
前
ま
で

■
利
用
時
間

　

９
時
～
22
時

※
準
備
な
ど
の
時
間
も
含
み
ま
す

■
休
館
日

　

毎
月
第
３
日
曜
日
（
家
庭
の
日
）

　

12
月
29
日
～
１
月
３
日

◎
問
い
合
わ
せ　

　

西
岳
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー　

　

☎
33

−

１
５
１
５

　

西
岳
地
区
公
民
館

　

☎
33

−

２
０
０
０

西
岳
小
学
校
運
動
場
内
に
西
岳
地
区
市

民
セ
ン
タ
ー
と
西
岳
地
区
公
民
館
、
西

岳
小
学
校
体
育
館
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が
一

体
と
な
っ
た
複
合
施
設
が
完
成
し
、
４

月
１
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
地
域
と
学
校
、
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
育
む
交
流
の

場
と
し
て
、
ま
た
地
域
住
民
に
よ
る
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
拠
点
施
設
と

し
て
、
さ
ら
に
は
災
害
時
の
避
難
所
と

し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

施設見取図

正面玄関▼

会議室会議室

和室

研修室

調理室 地区公民館

クラブハウス

市民　　
センター
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働
く
若
者
の
サ
ー
ク
ル

　都
城
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

都
城
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
「
カ
レ
ッ
ジ
ピ
ア
」
で
は
、
平
成
25
年
度
の
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
カ
レ
ッ
ジ
ピ
ア
は
働
く
若
者
が
余
暇
を
活
用
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
行
う
場
で
す
。

現
在
、
健
康
増
進
と
教
養
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
ス
ポ
ー
ツ
系
３
ク
ラ

ブ
、
文
化
系
６
ク
ラ
ブ
が
活
動
し
て
い
て
、
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課　

☎
23

−
９
５
４
５

対
象
者
と
ク
ラ
ブ
の
内
容

　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
、

39
歳
以
下
の
未
婚
の
人
が
対
象
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
系
の
ク
ラ
ブ（
４
月
９
日
㈫
～
）

●
場
所　

�

勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

（
姫
城
地
区
体
育
館
）

【
ミ
ニ
テ
ニ
ス
】

●
日
時　

毎
週
火
曜
日　

20
時
～
22
時

【
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

●
日
時　

毎
週
火
曜
日　

20
時
～
22
時

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

●
日
時　

毎
週
金
曜
日　

20
時
～
22
時

文
化
系
の
ク
ラ
ブ（
４
月
15
日
㈪
～
）

　

文
化
系
ク
ラ
ブ
は
、
１
月
を
除
き
毎

月
第
５
週
目
は
原
則
休
み
で
す
。

【
ヨ
ガ
】

①
ヨ
ガ
Ａ
ク
ラ
ブ

●
日
時　

毎
週
水
曜
日　

19
時
～
21
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

②
ヨ
ガ
Ｂ
ク
ラ
ブ

●
日
時　

毎
週
月
曜
日

　
　
　
　

19
時
30
分
～
21
時
30
分

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
英
会
話
】

　

参
加
者
同
士
や
外
国
人
と
の
交
流
を

行
い
、
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
日
時　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　

19
時
30
分
～
21
時
30
分

●
場
所　

総
合
福
祉
会
館

【
料
理
】

　

季
節
ご
と
の
メ
ニ
ュ
ー
や
、
残
っ
た

食
材
を
使
っ
た
料
理
な
ど
を
学
べ
ま
す
。

●
日
時　

毎
週
木
曜
日　

19
時
～
21
時

●
場
所　

総
合
福
祉
会
館

【
ペ
ン
習
字
・
書
道
】

　

は
が
き
や
の
し
袋
の
書
き
方
な
ど
を

学
べ
ま
す
。

●
日
時　

毎
週
木
曜
日　

19
時
～
21
時

●
場
所　

総
合
福
祉
会
館

【
着
付
け
】

　

着
物
や
着
付
け
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

で
、
和
服
の
奥
深
さ
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　

20
時
～
21
時
30
分

※
第
１
金
曜
日
は
休
み

●
場
所　

総
合
福
祉
会
館

【
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
】

　

コ
サ
ー
ジ
ュ
や
ブ
ー
ケ
、
プ
リ
ザ
ー

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
作
り
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　
５
月
14
日
㈫
・
21
日
㈫
・
28

日
㈫
、
６
月
11
日
㈫
・
18
日
㈫
・
25
日

㈫　

19
時
～
21
時　

※
要
申
し
込
み

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加

　

ク
ラ
ブ
会
員
で
地
域
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
、
盆
地
ま
つ
り
や
神
柱
ピ
ク
ニ
ッ

ク
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
に
積

極
的
に
参
加
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

入
会
金
な
ど
の
費
用

　

入
会
金
３
、０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を

除
く
文
化
系
ク
ラ
ブ
は
受
講
料
と
し
て

月
額
１
、０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

※
材
料
費
・
教
材
費
は
別
途
負
担

入
会
方
法

　

活
動
開
始
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ

の
会
場
で
入
会
で
き
ま
す
。
ク
ラ
ブ
活

動
な
ど
詳
し
く
は
、
入
会
説
明
会
ま
た

は
開
校
式
で
確
認
く
だ
さ
い
。

【
カ
レ
ッ
ジ
ピ
ア
開
校
式
】

●
日
時　
５
月
10
日
㈮　

19
時
30
分
～

●
場
所　

中
央
公
民
館

【
入
会
説
明
会
】

●
日
時　
６
月
10
日
㈪　

７
月
８
日
㈪

　
　
　
　

10
月
15
日
㈫　

11
月
11
日
㈪

　
　
　
　

19
時
30
分
～

●
場
所　

中
央
公
民
館

「
カ
レ
ッ
ジ
ピ
ア
」
会
員
募
集

　講師を務めて 40 年ほどですが、
親子３世代で教室に通う生徒がい
たり、卒業生が手伝いにきてくれ
たりするなど、温かな雰囲気の中
で楽しく教室を開いています。参
加者には、都城のすばらしい食材
を使うことで本物の味を舌で感じ、
次世代を担う子どもたちを育てる
食育の知識を身に付けて、元気な
子どもを産み育ててほしいです。

藤﨑久美子さん（姫城町）
料理教室講師
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平成25年度　市税などの納期限・口座振替日一覧表（普通徴収分）

切
り
取
り
線

※ 「納期限」「口座振替日」は、納付月の末日（12月は12月25日）。ただし、納期限が土・日曜日、祝日の場合は、その翌日が納期限となります

保 存 用

◎
納
付
場
所

○
次
の
金
融
機
関
の
窓
口

宮
崎
銀
行
、
鹿
児
島
銀
行
、
宮
崎
太
陽
銀

行
、
南
日
本
銀
行
、
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
、

都
城
信
用
金
庫
、
九
州
労
働
金
庫
、
都
城

農
業
協
同
組
合

○ 

沖
縄
県
を
除
く
九
州
管
内
の
郵
便
局
・
ゆ

う
ち
ょ
銀
行

※
納
期
限
後
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん

○
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

※�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
取
扱
期
限
を

過
ぎ
た
納
付
書
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん

○ 

市
役
所
、
各
総
合
支
所
、
各
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー

種類
年月 固定資産税 市県民税 軽自動車税 国民健康

保険税
後期高齢者
医療保険料 介護保険料

平
成
25
年

４月 １期
4月30日㈫

５月 １期
5月 31日(金)

６月 １期
７月１日㈪

１期
７月１日㈪

７月 ２期
７月31日㈬

２期
７月31日㈬

１期
７月31日㈬

１期
7月31日㈬

８月 ２期
９月２日㈪

３期
９月２日㈪

２期
９月２日㈪

２期
9月２日㈪

９月 ４期
９月30日㈪

３期
９月30日㈪

３期
9月30日㈪

10月 ３期
10月31日㈭

５期
10月31日㈭

４期
10月31日㈭

４期
10月31日㈭

11月 ６期
12月２日㈪

５期
12月２日㈪

５期
12月２日㈪

12月 ３期
12月25日㈬

７期
12月25日㈬

６期
12月25日㈬

６期
12月25日㈬

平
成
26
年

１月 ４期
１月31日㈮

８期
１月31日㈮

７期
１月31日㈮

７期
１月31日㈮

２月 ４期
2月28日㈮

９期
２月28日㈮

８期
２月28日㈮

８期
２月28日㈮

３月 10期
３月31日㈪

課税内容に関する
問い合わせ先

資産税課
☎23−2１24

市民税課
☎ 23−2１23

保険年金課 （国保担当）
☎ 23−2６42　　 介護保険課

☎ 23−25９６納付に関する
問い合わせ先 納税課　☎ 23−2１2６ 保険年金課 （収納担当）

☎ 23−７１44

税
・
保
険
料
の
納
付
は
、

便
利
な
口
座
振
替
で
！

　口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
金
融

機
関
の
窓
口
に
預
貯
金
通
帳
と
届
け

出
印
お
よ
び
納
税
（
納
付
）
通
知
書

を
持
参
の
上
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
振
り
替
え
開
始
の
時
期

　

申
し
込
み
月
の
翌
月
か
ら
と
な
り

ま
す
が
、
月
末
近
く
に
申
し
込
む
と
、

翌
々
月
か
ら
の
振
り
替
え
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
振
り
替
え
の
結
果
の
確
認

　預
貯
金
通
帳
に
記
帳
し
て
確
認
く

だ
さ
い
。
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City of Miyakonojo  Topics
星
空
の
下
で
人
気
映
画
を
鑑
賞

 
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー
in
か
か
し
村

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ

ア
タ
ー
in
か
か
し
村
が
２
月
９
日
、
山

田
第
２
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

野
外
で
の
映
画
を
鑑
賞
し
よ
う
と
多
く

の
家
族
連
れ
な
ど
が
訪
れ
、
巨
大
な
特

設
ス
ク
リ
ー
ン
の
迫
力
あ
る
映
像
を
堪

能
。
今
回
は
子
ど
も
に
人
気
の
動
物
ア

ニ
メ
や
海
上
保
安
官
の
活
躍
を
描
い
た

映
画
が
上
映
さ
れ
、
来
場
者
ら
は
車
の

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
音
声
を
聞
き

な
が
ら
、
家
族
団
ら
ん
の
ひ
と
と
き
を

楽
し
み
ま
し
た
。
山
田
町
商
工
会
青
年

部
長
の
竹
脇
勇
二
さ
ん
は
「
地
域
の
活

性
化
の
た
め
新
し
い
企
画
に
も
挑
戦
し

た
い
」と
意
気
込
み
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

新
た
な
気
持
ち
で
夢
を
誓
う

 

立
志
式

　

元
服
に
倣
い
夢
に
向
か
っ
て
志
を
立

て
る
立
志
式
が
、
市
内
の
各
中
学
校
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
２
月
15
日
、
志
和
池

中
学
校
で
は
生
徒
ら
が
色
紙
に
書
い
た

一
文
字
を
掲
げ
、
夢
や
目
標
を
発
表
。

式
典
後
、
延
岡
学
園
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
前
監
督
の
北ほ

ん
ご
う郷

純
一
郎
さ
ん

が
講
演
し
「
負
け
る
こ
と
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
あ
る
。
夢
に
向
か
っ
て
挑
戦
し

て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し

た
。
「
挑い

ど
む

」
を
書
い
た
永
山
奈
津
紀
さ

ん
（
２
年
）
は
「
不
安
が
あ
る
と
積
極

的
に
な
れ
な
か
っ
た
。
今
後
は
自
信
を

も
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」
と
文
字

に
込
め
た
思
い
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

心
も
体
も
ま
ち
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

 

ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
in
祝
吉

　

ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
ふ
れ
あ
い
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
in

祝
吉
が
２
月
17
日
、
祝
吉
地
区
周
辺
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
祝
吉
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
が
主
催
す
る
同
イ
ベ
ン
ト
に

約
３
０
０
人
が
参
加
。
同
協
議
会
で

は
、
地
域
の
つ
な
が
り
や
家
族
の
健
康

づ
く
り
の
ほ
か
、
環
境
美
化
に
も
取
り

組
ん
で
い
て
、
参
加
者
ら
は
約
６
㌔
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が
ら
沿
道

の
ご
み
を
拾
い
ま
し
た
。
家
族
と
参
加

し
た
中
島
桂け

い
こ子
さ
ん
（
祝
吉
二
丁
目
）

は
「
み
ん
な
で
ご
み
を
拾
っ
た
の
で
、

帰
り
道
は
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に

な
っ
た
」
と
汗
を
拭
っ
て
い
ま
し
た
。

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
演
技
に
に
っ
こ
り
笑
顔  

 

春
日
神
社
ベ
ブ
ど
ん

　

五
穀
豊ほ

う
じ
ょ
う穣
を
祈
願
す
る
市
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
の
「
ベ
ブ
ど
ん
」
が
２
月

17
日
、
高
木
町
の
春
日
神
社
で
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。
親
方
と
下げ

な
ん男

役
に
ふ
ん
し

た
保
存
会
の
会
員
ら
が
、
田
ん
ぼ
に
見

立
て
た
境
内
で
、
し
っ
く
い
製
の
牛ベ

ブ

の

模
型
を
使
っ
た
田
お
こ
し
な
ど
の
農
作

業
の
様
子
を
表
現
。
諸
県
弁
を
使
っ
た

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
や
り
と
り
で
、
詰
め

掛
け
た
観
客
の
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま

し
た
。
炊
き
出
し
を
担
当
し
た
下
村
ミ

サ
エ
さ
ん
（
高
木
町
）
は
「
地
域
の
皆

さ
ん
の
笑
顔
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。
今

年
も
豊
作
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
で

す
」
と
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。
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まちの話題

日
本
の
ト
ッ
プ
選
手
ら
と
対
戦

 

Ｆ
Ｃ
東
京
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
Ｆ
Ｃ
東
京
の
都

城
キ
ャ
ン
プ
が
２
月
12
日
か
ら
19
日
の

期
間
、
高
城
運
動
公
園
多
目
的
広
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
17
日
に
は
、
市
内

や
三
股
町
内
の
小
学
５
・
６
年
生
約

２
０
０
人
を
招
い
て
サ
ッ
カ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
開
催
。
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
活

躍
し
た
権ご

ん
だ田

修
一
選
手
な
ど
が
参
加
し

て
、
６
人
１
組
で
円
形
を
組
み
ボ
ー
ル

を
奪
い
合
っ
た
り
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
し
て
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
を
伝
え

て
い
ま
し
た
。
平
原
千ち

ひ
ろ裕

さ
ん
（
志
和

池
小
５
年
）
は
「
動
き
出
す
タ
イ
ミ
ン

グ
が
う
ま
か
っ
た
」
と
選
手
ら
の
プ

レ
ー
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す

 

ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
タ

　

地
域
の
人
た
ち
が
世
代
を
超
え
て
楽

し
め
る
ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
タ
が
３
月
２

日
、
千
日
通
り
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
12
番
街
、
３
番
街
、
45
番
街
、
円

頭
庵
通
り
、
ゆ
ず
り
葉
大
通
り
の
５
通

り
会
が
共
同
で
開
催
。
今
年
も
通
り
会

対
抗
の
鍋
合
戦
や
体
験
教
室
な
ど
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
呼
び
込
み
の
声
が
響
く

店
先
で
は
、
多
く
の
人
た
ち
が
買
い
物

や
試
食
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

永
井
明
恵
さ
ん
（
志
比
田
町
）
は
「
苦

手
な
牛
乳
を
使
っ
た
鍋
を
、
子
ど
も
が

完
食
し
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。
他
の
鍋

も
味
わ
っ
て
み
た
い
で
す
」
と
家
族
と

の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

火
山
活
動
に
よ
る
不
思
議
な
地
質
遺
産
を
堪
能

 

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
バ
ス
ツ
ア
ー

　

３
月
２
日
、
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
バ
ス

ツ
ア
ー
が
庄
内
・
西
岳
地
区
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
登
録

を
目
指
し
て
い
る
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
初
め
て
企

画
。
52
人
の
市
民
ら
が
参
加
し
て
、
関

之
尾
滝
や
御
池
町
の
神か

ん
が
み
ぞ

々
溝
な
ど
を
散

策
し
ま
し
た
。
参
加
者
ら
は
鹿
児
島
大

学
井
村
准
教
授
の
説
明
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
、
火
山
活
動
で
で
き
た
岩
石
の
歴

史
や
特
徴
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
家
族

で
参
加
し
た
上
原
邦
博
さ
ん
（
南
鷹
尾

町
）
は
「
こ
ん
な
不
思
議
な
所
が
あ
る

の
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」

と
見
聞
を
広
め
て
い
ま
し
た
。

広
が
れ
！　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪

 

み
や
こ
ん
じ
ょ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

３
月
10
日
、
南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ

ン
パ
ス
で
み
や
こ
ん
じ
ょ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
が
活
動
内
容
の
パ
ネ
ル
展
示
や

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
開
設
。
来
場
者

ら
は
、
点
字
や
手
話
の
体
験
な
ど
を
通

し
て
活
動
の
意
義
を
学
ん
で
い
ま
し

た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

に
送
る
横
断
幕
の
制
作
が
行
わ
れ
、
復

興
に
向
け
た
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ

て
い
ま
し
た
。
米よ

ね
つ津

凪な
ぎ
さ紗

さ
ん
（
沖
水

小
６
年
）
は
「
東
北
の
人
た
ち
が
、
早

く
笑
顔
を
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
」
と
思

い
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
し
て
い
ま
し
た
。
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ル
の
特
に
貧
し
い
地
域
で
生
活
す
る
人

た
ち
の
た
め
に
、
移
動
が
簡
単
で
発
電

効
率
の
高
い
小
型
発
電
機
を
考
案
し
た

川
﨑
さ
ん
。
平
成
５
年
８
月
に
１
号
機

を
贈
っ
て
以
来
、
改
良
を
重
ね
、
現
在

ま
で
に
約
70
機
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

川
﨑
さ
ん
は
、現
地
の
環
境
や
文
化
、

生
活
ス
タ
イ
ル
を
壊
す
こ
と
の
な
い
よ

う
配
慮
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
現
地

で
も
入
手
可
能
な
材
料
を
使
う
こ
と

で
、
長
く
使
用
で
き
る
風
力
発
電
機
を

開
発
す
る
こ
と
に
苦
心
し
て
い
ま
す
。

寄
贈
は
自
費
で
行
っ
て
い
て
、
贈
ら

れ
た
風
力
発
電
機
は
、
そ
れ
ま
で
、
ろ

う
そ
く
や
廃
油
を
利
用
し
た
照
明
で
暮

ら
し
て
い
た
遊
牧
民
の
生
活
に
明
か
り

を
と
も
し
て
い
ま
す
。
風
力
発
電
機
を

贈
ら
れ
た
家
庭
の
母
親
が
「
こ
れ
か
ら

は
夜
で
も
裁
縫
が
で
き
る
。
そ
し
て
、

子
ど
も
た
ち
も
電
灯
の
明
か
り
で
勉
強

で
き
る
」
と
喜
び
の
声
を
掛
け
て
く
れ

た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
た
と
い
い
ま

す
。昨

年
、
日
本
と
モ
ン
ゴ
ル
と
の
外
交

関
係
樹
立
40
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
が
評
価
さ
れ
た
川
﨑
さ
ん
は
今

年
１
月
、
在
モ
ン
ゴ
ル
日
本
国
大
使
館

か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。「
最
終
的

に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
国
内
で
生
産
で
き
る

体
制
を
整
え
て
、
現
地
の
人
た
ち
の
生

活
を
支
え
た
い
」
と
こ
れ
か
ら
の
目
標

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

モ
ン
ゴ
ル
の
遊
牧
民
に
風
力
発
電

機
を
贈
る
活
動
を
通
し
て
、
同

国
と
の
友
好
関
係
の
発
展
に
取
り
組

む
「
モ
ン
ゴ
ル
に
風
力
発
電
機
を
贈
る

会
」。
同
会
の
事
務
局
長
を
務
め
、
ウ

ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
を
は
じ
め
、
モ
ン
ゴ

ル
と
の
友
好
に
広
く
関
わ
っ
て
い
る
の

が
川
﨑
敬
一
さ
ん
（
下
川
東
四
丁
目
）

で
す
。

川
﨑
さ
ん
は
、
昨
年
３
月
に
都
城
工

業
高
等
専
門
学
校
を
退
職
。
現
在
は
、

同
校
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
で
学
生
に
技

術
指
導
を
続
け
る
傍
ら
、
21
年
間
に
わ

た
り
風
力
発
電
機
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の
留
学
生
と
交
流
の

あ
っ
た
知
人
か
ら
の
相
談
で
、
モ
ン
ゴ

モンゴルに風力発電機を贈る会
事務局長

川﨑　敬
けいいち

一�さん

モンゴルとの友好関係の
発展に取り組む
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※ 

環
霧
島
圏
域
の
イ
ベ
ン

ト
情
報
を
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い

ま
す

　
　

◎
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

☎
23

−

２
７
６
５

星
の
ふ
る
さ
と
日
本
一
に
５
度
輝
い

た
小
林
市
が
誇
る
北
き
り
し
ま
コ
ス
モ

ド
ー
ム
に
、
県
内
で
２
人
し
か
い
な
い

「
星
の
案
内
人
（
通
称
：
星
の
ソ
ム
リ

エ
）」
が
い
ま
す
。
館
長
の
東
修
一
さ

ん
と
柚ゆ

き
や
ま

木
山
成な

る
き樹
さ
ん
。
客
の
要
望
に

応
え
て
ワ
イ
ン
を
選
ぶ
手
助
け
を
す
る

ソ
ム
リ
エ
の
よ
う
に
、
星
の
魅
力
を
分

か
り
や
す
く
解
説
し
て
く
れ
ま
す
。

２
人
が
星
の
ソ
ム
リ
エ
を
知
っ
た
の

は
４
年
前
。
資
格
取
得
の
た
め
に
福
岡

ま
で
通
い
勉
強
。
１
人
し
か
合
格
し
な

い
こ
と
も
あ
る
狭
き
門
を
突
破
し
、
２

人
の
星
の
ソ
ム
リ
エ
が
誕
生
し
ま
し
た
。

資
格
取
得
後
、
２
人
は
ソ
ム
リ
エ
と

し
て
の
責
任
感
を
励
み
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
季
節
で
違
う
星
空
を
勉
強
し
、

来
館
者
に
詳
し
い
数
値
や
神
話
と
と
も

に
紹
介
。
説
明
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

が
あ
ふ
れ
て
い
て
、
東
さ
ん
は
、
星
の

美
し
さ
を
科
学
の
世
界
か
ら
分
か
り
や

す
く
解
説
す
る
理
論
派
。
一
方
の
柚
木

山
さ
ん
は
、
神
話
を
交
え
て
紹
介
す
る

ロ
マ
ン
チ
ス
ト
で
す
。
柚
木
山
さ
ん
は

星
の
魅
力
を
「
同
じ
星
で
も
、
季
節
や

天
候
、
場
所
で
そ
の
美
し
い
自
然
の
光

の
見
え
方
が
全
く
違
う
こ
と
を
知
っ
て
、

星
の
魅
力
を
感
じ
て
ほ
し
い
」、
東
さ

ん
は
「
本
物
の
美
し
さ
を
体
験
す
る
こ

と
で
安
ら
ぎ
を
感
じ
、
思
い
出
を
作
っ

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

コ
ス
モ
ド
ー
ム
を
訪
れ
る
と
、
分
か

り
や
す
い
解
説
と
と
も
に
美
し
い
星

空
を
体
感
で
き
、
深

い
感
動
を
味
わ
え
ま

す
。
そ
こ
に
は
、
果

て
し
な
く
美
し
い
感

動
の
世
界
へ
と
い
ざ

な
う
、
個
性
豊
か
な

星
の
案
内
人
が
い
る

か
ら
で
す
。

今
月
は
、
宮
崎
県
内
で
２
人
し
か
い
な
い
「
星
の
ソ
ム
リ
エ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

小
林
市
商
工
観
光
課　

☎
０
９
８
４

−

23

−

１
１
７
４

Vol.12

ゴ
ボ
ウ
は
、
食
物
繊
維
の
豊
富

な
食
材
で
す
。
便
秘
解
消
の

ほ
か
、
腸
か
ら
の
糖
分
の
吸
収
を
緩

や
か
に
し
て
、
血
糖
値
の
急
激
な
上

昇
を
抑
え
る
働
き
が
あ
り
、
動
脈
硬

化
や
ガ
ン
予
防
に
も
効
果
的
で
す
。

東さん（左）、
柚木山さん（右）

香
り
高
い
ゴ
ボ
ウ
を
食
卓
へ

ゴ
ボ
ウ
の
ピ
ー
ナ
ツ
和
え

※
１
人
分
70
㌔
カ
ロ
リ
ー
、
塩
分
０
・
８
㌘

香りやうま味の
元となる成分
は、皮や皮に
近い部分に多く
含まれているの
で、表面を薄く
こそぎ落として
調理するのがポ
イントです。

●材料 ( ４人分 )
　ゴボウ…200g　
　　　　だし汁…200㏄　砂糖…小さじ２　酒…大さじ１
　　　　薄口しょうゆ…小さじ２
　　　　ピーナツ粉…15g　砂糖…小さじ１　塩…小さじ 1/5
●下準備　ゴボウ…皮を包丁の背でこそぎ、５cmの長さに切り
　　　　　　　　　４つ割りにして水にさらす
　　　　　〔B〕を混ぜておく
　※だし汁の作り方　①鍋にお湯を沸かす
　　②沸騰後かつお節を入れ、約１～２分したら火を止める
　　③かつお節が鍋に沈んだら目の細かい布などでこす

●作り方　①ゴボウは、〔A〕で柔らかくなるまで煮る
　　　　　②ゴボウの汁気を切って、〔B〕をまぶす

〔A〕

〔B〕
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

新
規
就
農
研
修
希
望
者

　

経
営
感
覚
に
優
れ
た
地
域
農
業
の
担
い

手
を
育
成
す
る
た
め
、
新
た
に
農
業
を
始

め
る
意
欲
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
新
規
就

農
者
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

●
対
象　

新
規
学
卒
者
、
離
職
者
な
ど
で

就
農
を
希
望
す
る
人
、
県
内
外
の
新
規
参

入
者
（
非
農
家
）
で
、
原
則
と
し
て
公
的

機
関
な
ど
の
基
礎
的
な
研
修
を
受
け
た
人

●
定
員　

２
人

　

５
月
31
日
㈮
ま
で
に
Ｊ
Ａ
地
域
営

農
振
興
課　

☎
38

−

６
６
９
３

ま
た
は
、
Ｊ
Ａ
各
支
所
営
農
経
済
課

都
城
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
員

●
活
動
期
間　

５
月
～
平
成
26
年
２
月
の

原
則
、
第
１
・
３
土
曜
日
の
13
時
30
分
～

17
時

●
活
動
場
所　

カ
ン
ガ
エ
ー
ル
プ
ラ
ザ

●
募
集
期
間　

４
月
８
日
㈪
～
19
日
㈮

●
対
象
・
定
員　

市
内
お
よ
び
三
股
町
の

小
学
３
～
６
年
生
、
60
人

●
参
加
費　

年
間
４
、３
０
０
円

●
そ
の
他　

ク
ラ
ブ
指
導
員
も
募
集
中

　

４
月
以
降
に
各
学
校
で
配
布
す
る

入
会
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
各

学
校
の
担
任
の
先
生
ま
た
は
都
城
少
年
少

女
発
明
ク
ラ
ブ
事
務
局（
工
業
振
興
課
内
）

☎
23

−

２
７
５
３　

FAX�

25

−

６
２
０
０

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
出
店
者

　

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
系
の
新
規
創
業
を

目
指
し
ま
せ
ん
か
。

●
店
舗
数　

２
店
舗

●
場
所　

オ
ー
バ
ル
パ
テ
ィ
オ
南
側

●
期
間　

６
月
中
旬
～
平
成
26
年
３
月
31

日
の
10�

カ
月
間

●
営
業
時
間　

11
時
～
19
時

●
店
舗
使
用
料
（
３
坪
）　

月
額
１
万
円

※
共
益
費
が
別
途
月
額
５
、０
０
０
円

　

５
月
10
日
㈮
ま
で
に
商
業
観
光
課

　
　
　

☎
23

−

２
９
８
３

七
夕
ま
つ
り
「
織
り
姫
展
」
出
展
者

　

七
夕
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
開
催
す
る
織

り
姫
展
に
、
手
芸
品
や
工
芸
品
を
出
品
す

る
人
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
４
日
㈭
～
７
日
㈰

　
　
　
　

10
時
～
16
時

●
場
所　

旧
後
藤
家
商
家
交
流
資
料
館

　

５
月
12
日
㈰
ま
で
に
旧
後
藤
家
商

家
交
流
資
料
館　

☎
58

−

６
９
０
０

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
４
月
１
日

㈪
～
５
月
13
日
㈪
の
期
間
で
募
集
し
ま

す
。
こ
の
募
集
期
間
に
合
わ
せ
、「
体
験

談
＆
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

①
青
年
海
外
協
力
隊

　

満
20
歳
～
39
歳
で
日
本
国
籍
の
人

②
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

満
40
歳
～
69
歳
で
日
本
国
籍
の
人

【
体
験
談
＆
説
明
会
】

●
日
時　

４
月
26
日
㈮　

18
時
30
分
～

●
場
所　

宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ

　

（独）
国
際
協
力
機
構
九
州
国
際
セ
ン

タ
ー　

☎
０
９
３

−

６
７
１

−

８
３
４
９

市
長
と
語
ろ
う
！

ス
マ
イ
ル
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

市
長
自
ら
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
直
接
市
民
の
皆
さ
ん
へ
説
明

し
、
質
問
や
意
見
な
ど
を
広
く
聴
く
会
で

す
。市
内
全
15
地
区
で
開
催
し
ま
す
の
で
、

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

●
開
催
地
区
・
日
程
・
場
所

中
郷
４
／
16
㈫　

中
郷
地
区
公
民
館

西
岳
４
／
23
㈫　

西
岳
地
区
公
民
館

沖
水
5
／
９
㈭　

沖
水
地
区
公
民
館

●
時
間　

19
時
30
分
～
20
時
30
分

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

−

３
１
７
４

笛
水
ウ
オ
ー
ク

●
日
時　

４
月
29
日
㈪　

９
時
15
分
～

●
集
合
場
所　

笛
水
小
中
学
校

●
定
員　

50
人

●
参
加
費　

中
学
生
以
上
２
、０
０
０
円

小
学
生
１
、０
０
０
円
、
未
就
学
児
無
料

　

農
産
物
直
売
所
「
茅か
や
ぶ葺
き
の
里
笛

水
」　

☎
62

−

１
５
１
５　
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INFORMATION ■申は申し込み先、■問は問い合わせ先の略です

※�

毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
時
は

そ
の
翌
日
）
は
休
館　

●
場
所　

都
城
歴
史
資
料
館

【
体
験
学
習
会「
大
昔
の
人
に
な
り
き
ろ
う
！
」】

●
日
時　

４
月
28
日
㈰　

10
時
～
16
時
30

分
（
受
付
は
15
時
30
分
ま
で
）

●
内
容　

弓
矢
体
験
や
昔
の
お
金
づ
く

り
、
原
始
編
み
物
な
ど
、
実
際
に
昔
の
く

ら
し
を
体
験

　

文
化
財
課　

☎
23

−

９
５
４
７

都
城
歴
史
資
料
館　

☎
25

−

８
０
１
１

都
城
島
津
邸
端
午
ま
つ
り

　

参
加
希
望
者
は
、
応
募
期
間
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

５
月
５
日
㈰　

10
時
～
15
時

●
応
募
期
間　

４
月
23
日
㈫
～
定
員
に
達

し
次
第
終
了

●
イ
ベ
ン
ト
名
・
時
間
・
定
員
・
費
用

ば
ぁ
ば
と
お
だ
ん
ご
づ
く
り

10
時
～
12
時　

親
子
10
組　

２
０
０
円

生
け
花
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
無
料
）

13
時
～
15
時　

親
子
15
組

人
力
車
乗
車
体
験
（
無
料
）

13
時
～
15
時　

40
人

こ
ど
も
よ
ろ
い
写
真
撮
影
会
（
無
料
）

13
時
～
15
時　

40
人

※�
対
象
は
小
学
生
以
下
で
、
カ
メ
ラ
を
持
参
く

だ
さ
い

※�

当
日
は
、
新
茶
の
振
る
舞
い
（
無
く
な

り
次
第
終
了
）
や
販
売
も
行
い
ま
す

　

都
城
島
津
邸　

☎
23

−

２
１
１
６

約
42
万
本
の
ア
ヤ
メ
を
満
喫
！　

吉
都
線
１
０
０
周
年
記
念
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

●
日
時　

４
月
29
日
㈪　

※
小
雨
決
行

　
　
　
　

受
付　

８
時
30
分
～
11
時

※
受
付
後
、
随
時
ス
タ
ー
ト

●
受
付
場
所　
Ｊ
Ｒ
都
城
駅

●
コ
ー
ス　

都
城
駅
→
早
水
公
園
→
早
水

神
社
→
祝
吉
御
所
跡
→
あ
や
め
ま
つ
り
会

場
→
万
葉
植
物
園
→
都
城
駅
（
約
７
㌔
）

●
そ
の
他　

記
念
グ
ッ
ズ
（
先
着
３
０
０

人
）
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
Ｊ
Ｒ
都
城
駅　

☎
23

−

３
９
５
４

都
城
青
年
会
議
所
創
立
50
周
年
記
念
事
業

「
釣
り
バ
カ
日
誌
」原
画
展（
無
料
）

　

都
城
市
出
身
の
や
ま
さ
き
十
三
さ
ん
原

作
「
釣
り
バ
カ
日
誌
」
の
原
画
展
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
程　

５
月
１
日
㈬
～
12
日
㈰

　
　
　
　

９
時
～
17
時

●
場
所　

美
術
館
２
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
内
容　

原
画
１
０
０
点
の
展
示
や
塗
り

絵
コ
ン
テ
ス
ト
、「
浜
崎
伝
助
」
特
別
住

民
票
の
無
料
配
布
（
予
定
）
ほ
か

　

都
城
青
年
会
議
所

　
　

☎
23

−

０
５
０
２

都
城
歴
史
資
料
館
企
画
展

遊
び
に
い
こ
う
！　

大
昔
の
都
城
へ

　

大
昔
の
人
は
、
ど
ん
な
家
に
住
み
、
ど

ん
な
道
具
を
使
い
、
ど
ん
な
暮
ら
し
を
し

て
い
た
の
か
を
企
画
展
示
室
に
再
現
。
企

画
展
開
催
中
は
大
昔
の
衣
装
を
着
用
で
き

る
ほ
か
、来
館
者
に
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

●
期
間　

４
月
27
日
㈯
～
９
月
１
日
㈰　

９
時
30
分
～
17
時（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

子育て支援センター行事予定
◆都城市子育て支援センター	 ☎ 22-1659
４/８㈪
10 時～

「いちごクラブ」　こいのぼり制作
対象：２歳以上の親子

４/15 ㈪
13 時 30 分～

「あかちゃんパーク・集いの日」　
対象：０・１歳の親子、妊婦
場所：総合社会福祉センター

４/24 ㈬
10 時～

「子育て広場」おもちゃ作り　
場所：志和池地区公民館
※要申し込み

５/８㈬
10 時～

「子育て広場」クラフト小物入れ作り
場所：中郷地区公民館
※要申し込み

◆山之口子育て支援センター	 ☎ 57-3298
４/16 ㈫
14 時～

「ユルユル」お母さんたちのリフ
レッシュ体操

４/22 ㈪
10 時～

「なかよし広場・すくすく教室」
保健師による身体測定
対象：１歳以上

４/23 ㈫
10 時～

出前保育「ぽっかぽか」
場所：山之口勤労福祉センター

４/26 ㈮
10 時 30 分～ 高齢者施設「東岳荘」慰問

◆山田子育て支援センター	 ☎ 64-3171
５/９㈭
10 時～

「にこにこ教室」親子でおもちゃづくり
※材料はセンターで準備します

５/15 ㈬
10 時～

「保育参加・離乳食・給食体験」
場所：山田中央保育所
※要申し込み

５/22 ㈬
10 時～

「誕生会」４・5月生まれの友達を
みんなで祝いましょう！
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

旧
後
藤
家
商
家「
端
午
の
節
句
」

　

後
藤
家
に
伝
わ
る
手
作
り
の
こ
い
の
ぼ

り
や
武
将
か
ぶ
と
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
、
武
者

人
形
な
ど
を
飾
り
ま
す
。

●
日
時　

４
月
27
日
㈯
～
５
月
６
日
㈪

　
　
　
　

10
時
～
16
時

●
場
所　

旧
後
藤
家
商
家
交
流
資
料
館

　

旧
後
藤
家
商
家
交
流
資
料
館

　
　
　

☎
58

−

６
９
０
０

都
城
島
津
邸
五
月
人
形
展

　

都
城
島
津
邸
本
宅
で
端
午
の
節
句
に
合

わ
せ
て
、
武
者
人
形
を
展
示
し
ま
す
。

●
期
間　

４
月
20
日
㈯
～
５
月
19
日
㈰

●
場
所　

都
城
島
津
邸
本
宅

●
本
宅
観
覧
料　

小
学
生
以
上
１
０
０
円

　

都
城
島
津
邸　

☎
23

−

２
１
１
６

陸
上
競
技
審
判
員
講
習
会

●
日
時　

４
月
28
日
㈰　

10
時
～
12
時

●
場
所　
都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
会
議
室

●
対
象　

新
規
に
審
判
員
資
格
を
取
得
し

た
い
人
（
競
技
歴
不
問
）、
競
技
者
と
し

て
日
本
陸
連
登
録
を
希
望
す
る
人

●
受
講
料　

無
料

※
登
録
料
３
、０
０
０
円
程
度
が
必
要

　

都
城
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

☎
26

−

４
５
１
０
（
18
時
以
降
）

m
ac3550@

arrow
.ocn.ne.jp

県
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭
都
城
市
予
選
会

【
ペ
タ
ン
ク
】

●
日
時　

４
月
21
日
㈰　

９
時
～
14
時

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
平
山
コ
ー
ト（
高
木
町
）

　

都
城
市
ペ
タ
ン
ク
協
会

　
　
　

☎
38

−

４
５
３
１
（
平
山
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
自
主
事
業

　

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
し
ま
す
。

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所
・
定
員
・
費
用
・
締
め
切
り

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
（
無
料
）

４
／
24
㈬　

10
時
～
11
時
30
分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

20
人

締
め
切
り
：
４
／
20
㈯

※�
運
動
の
で
き
る
服
装
、
飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
（
バ
ス
タ
オ
ル
で
も
可
）
を
持
参

春
の
寄
せ
植
え

４
／
28
㈰　

10
時
～
12
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

20
人

１
、０
０
０
円　

締
め
切
り
：
４
／
23
㈫

※
軍
手
と
ス
コ
ッ
プ
を
持
参

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
23

−

２
０
０
１

介
護
予
防
教
室

か
く
し
ゃ
く
１
０
０
歳
教
室

　

介
護
予
防
の
た
め
に
、
地
域
の
み
ん
な

で
集
ま
っ
て
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
募
集
団
体　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65

歳
以
上
の
人
で
構
成
す
る
団
体

●
募
集
団
体
数　

15
組

※
申
し
込
み
順

●
内
容　

介
護
予
防
体
操
の
実
技
（
全
８
回
）

※
１
回
当
た
り
１
時
間
30
分
程
度

●
そ
の
他　

日
程
や
場
所
な
ど
に
つ
い
て

は
、
申
し
込
み
後
、
調
整
し
ま
す

　

４
月
30
日
㈫
ま
で
に
介
護
保
険
課

　
　
　

☎
23

−

３
１
８
４

健
康
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

４
月
19
日
㈮　

15
時
～
16
時

●
場
所　

三
州
病
院
３
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
室
（
花
繰
町
）

●
内
容　

が
ん
に
つ
い
て
（
基
礎
か
ら
臨

床
ま
で
）

●
定
員　

50
人　

※
要
申
し
込
み

　

三
州
病
院　

☎
22

−

０
２
３
０

点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

●
対
象　

市
内
・
三
股
町
在
住
の
18
～
65

歳
の
人
で
、
講
座
終
了
後
に
点
訳
や
音
訳

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き
る
人

●
期
間　

５
月
８
日
㈬
～
平
成
26
年
３
月
12
日
㈬

【
点
訳
】
第
２
・
４
水
曜
日　

10
時
～
12
時

【
音
訳
】
毎
週
水
曜
日
（
第
３
水
曜
日
を

除
く
）　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

各
15
人

●
教
材
費　

点
訳
１
、２
０
０
円

　
　
　
　
　

音
訳
６
０
０
円

　

５
月
１
日
㈬
ま
で
に
点
字
図
書
館

　
　
　

☎
26

−

１
９
４
８
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INFORMATION ■申は申し込み先、■問は問い合わせ先の略です

平
成
25
年
度
《
前
期
》

親
と
子
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

●
日
時　

５
月
８
日
㈬
～
７
月
17
日
㈬
の

毎
週
水
曜
日　

10
時
～
12
時　

全
10
回

●
場
所　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

体
操
、
ボ
ー
ル
運
動
、
マ
ッ
ト

運
動
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
ほ
か

●
対
象　

市
内
在
住
で
、
今
年
度
中
に
３

歳
ま
た
は
４
歳
に
な
る
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

●
定
員　

40
組　

※
申
し
込
み
順

●
参
加
料　

１
組
３
、０
０
０
円
（
保
険

料
を
含
む
。
子
ど
も
が
２
人
参
加
の
場
合

は
４
、０
０
０
円
）

※�

申
し
込
み
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場

合
、
参
加
料
は
返
金
で
き
ま
せ
ん

　

４
月
15
日
㈪
ま
で
に
、
電
話
（
９

時
～
16
時
ま
で
の
間
）
で
都
城
地
区
施
設

協
会　

☎
24

−

６
４
５
４

季
節
陶
芸
教
室

　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
教
室
名
・
日
時
・
費
用

あ
じ
さ
い
教
室

５
／
11
㈯
～
18
㈯　

①
10
時
～　

②
13
時
30
分
～　

１
、０
０
０
円

父
の
日
絵
付
け

５
／
20
㈪
～
26
㈰　

①
10
時
～　

②
13
時
30
分
～　

５
０
０
円
～
１
、０
０
０
円

●
場
所　

竹ち
く
ら楽
の
お
サ
ト
「
竹
楽
館
」

　

竹
楽
館　

☎
58

−

６
１
５
０

生
涯
学
習
講
座

【
き
ら
り
楽
習
教
室
】

　

７
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

●
教
室
名
・
回
数
・
日
時
・
場
所
・
費
用
・
締
め
切
り

キ
レ
イ
に
な
る
ヨ
ガ
（
全
12
回
）

毎
週
火
曜
日
（
５
／
７
㈫
～
）

10
時
30
分
～
11
時
30
分　

市
場
の
駅
（
志
比
田
町
）　

６
、６
０
０
円

締
め
切
り
：
４
／
26
㈮

ア
ロ
マ
ヨ
ガ
（
全
12
回
）

毎
週
火
曜
日
（
５
／
７
㈫
～
）

13
時
30
分
～
14
時
30
分

市
場
の
駅
（
志
比
田
町
）　

６
、６
０
０
円

締
め
切
り
：
４
／
26
㈮

【
よ
か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
】

　

５
人
以
上
で
開
催
し
ま
す
。

●
学
習
料　

１
回
５
５
０
円
～
８
０
０
円

（
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）

※
教
材
費
・
冷
暖
房
費
は
別
途
必
要

●
教
室
名
・
日
時
・
場
所
・
対
象

子
ど
も
生
け
花
教
室

毎
月
第
３
土
曜
日　

10
時
～
12
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

小
学
生
～
高
校
生

大
人
の
ピ
ア
ノ

隔
週
金
曜
日　

19
時
～
20
時
30
分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

20
歳
以
上

み
ん
な
で
一
緒
に
踊
る
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

①
毎
週
金
曜
日　

13
時
～
15
時

②
毎
週
土
曜
日　

20
時
～
22
時

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館　

※
対
象
の
制
限
な
し

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城　

　
　
　

☎
23

−

４
０
８
０

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

10
時
～
16
時

●
専
門
相
談　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女

性
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

４
月
17
日
㈬　

14
時
～
16
時

◎
法
律
相
談

　

４
月
23
日
㈫�　

13
時
～
16
時

※�

専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は
随
時

受
け
付
け
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

−

７
１
５
７

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
～
金
曜
日　

９
時
～
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

　

４
月
19
日
㈮　

13
時
～
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

−

７
１
５
４

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

月
～
金
曜
日　

9
時
～
16
時

●
場
所　

交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

−

０
９
４
４
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毎月第３日曜日は「家庭の日」です

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

レ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
く
す
の
き
は
、
女

性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

−

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
～
16
時
）

宮
崎
県
ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会

　

県
で
は
、
人
材
を
求
め
る
県
内
企
業
と

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
、
新
卒
予
定

者
を
応
援
す
る
た
め
、
県
外
３
会
場
で
宮

崎
県
ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

●
開
催
日
程
・
場
所

【
福
岡
会
場
】　

５
月
11
日
㈯

天
神
ビ
ル
（
福
岡
市
中
央
区
天
神
）

【
東
京
会
場
】　

５
月
18
日
㈯

都
道
府
県
会
館
（
千
代
田
区
平
河
町
）

【
大
阪
会
場
】　

５
月
25
日
㈯

大
阪
駅
前
第
３
ビ
ル（
大
阪
市
北
区
梅
田
）

●
時
間　

13
時
～
16
時
（
受
付
12
時
～
）

●
内
容　

企
業
の
担
当
者
と
の
個
別
面
談

会
、
人
材
バ
ン
ク
コ
ー
ナ
ー
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

●
参
加
費　

無
料（
事
前
手
続
き
は
不
要
）

●
参
加
企
業　

県
内
で
就
業
す
る
人
材
を

募
集
す
る
企
業

※�

参
加
企
業
は
、
宮
崎
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
く
だ
さ
い

　

県
地
域
雇
用
対
策
室　

　
　

☎
０
９
８
５

−

26

−

７
１
０
５

重
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー
等
利
用
券
配
布

●
対
象　

市
内
に
居
住
し
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

①�

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
視
覚
障
が
い

１
・
２
級
、
ま
た
は
肢
体
不
自
由
１
・
２

級
（
２
級
は
下
肢
、
体
幹
、
運
動
障
が

い
の
み
）
の
人

②
療
育
手
帳
を
持
つ
知
的
障
が
い
Ａ
の
人

③�
精
神
保
健
福
祉
手
帳
を
持
つ
精
神
障
が

い
１
級
の
人

●
有
効
期
間　

４
月
１
日
～
平
成
26
年
３
月
31
日

●
交
付
場
所　

福
祉
課
、
ま
た
は
各
総
合

支
所
市
民
生
活
課

※�

手
続
き
に
は
①
～
③
の
い
ず
れ
か
の
手

帳
お
よ
び
印
鑑
が
必
要
で
す

　

福
祉
課　

☎
23

−

２
９
８
０

住
宅
用
地
の
固
定
資
産
税

　

平
成
25
年
度
の
宅
地
な
ど
に
掛
か
る
固

定
資
産
税
額
は
、
地
価
の
下
落
に
よ
り
下

が
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
一

方
で
、昨
年
の
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、

住
宅
用
地
の
固
定
資
産
税
の
25
年
度
評
価

額
（
３
分
の
１
ま
た
は
６
分
の
１
）
に
対

す
る
24
年
度
課
税
標
準
額
の
割
合
が
90
㌫

未
満
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
税
額
が
最
高

で
５
㌫
上
が
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

資
産
税
課　

☎
23

−

２
１
２
４

芸
術
・
文
化
事
業
補
助
金

●
交
付
対
象　

芸
術
・
文
化
活
動
を
目
的

と
し
、構
成
員
の
過
半
数
が
市
内
在
住
で
、

主
に
市
内
を
活
動
拠
点
と
し
て
い
る
団
体

●
補
助
対
象
事
業

①�

芸
術
・
文
化
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る

事
業

②
芸
術
・
文
化
の
研
究
調
査
活
動
事
業

③�

芸
術
・
文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る

事
業

④�

芸
術
家
や
実
演
団
体
を
招
い
て
鑑
賞
し

た
り
、
優
れ
た
芸
術
作
品
を
鑑
賞
し
た

り
す
る
事
業

⑤�

文
化
活
動
の
向
上
の
た
め
に
、
外
部
か

ら
講
師
や
指
導
者
を
招
く
事
業

※�

学
校
、
企
業
な
ど
が
行
な
う
も
の
、
教

授
所
、
教
室
な
ど
が
行
な
う
稽
古
、
習

い
事
の
発
表
会
な
ど
は
、
補
助
対
象
に

な
り
ま
せ
ん

●
対
象
の
期
間

４
月
１
日
～
平
成
26
年
３
月
31
日

　

５
月
10
日
㈮
ま
で
に
所
定
の
用
紙

に
記
入
し
、
生
活
文
化
課

☎
23

−

２
１
３
２

※�

申
請
・
報
告
書
類
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
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INFORMATION ■申は申し込み先、■問は問い合わせ先の略です

井
戸
水
を
公
共
下
水
道
な
ど
に

流
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

家
庭
で
使
用
し
た
井
戸
水
を
、
公
共
下

水
道
ま
た
は
農
業
集
落
排
水
に
流
し
て
い

る
場
合
は
、
使
用
人
数
に
応
じ
て
下
水
道

使
用
量
を
認
定
し
、
下
水
道
使
用
料
を
算

定
し
て
い
ま
す
。
使
用
人
数
の
変
更
な
ど

が
あ
る
場
合
に
は
、
変
更
届
出
書
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

下
水
道
課　

☎
23

−

５
９
２
１

　
　

農
村
整
備
課　

☎
23

−

２
９
８
２

各
総
合
支
所
建
設
課
ま
た
は
産
業
振
興
課

標
準
農
作
業
料
金
お
よ
び
賃
金
表

　

都
城
北
諸
地
域
の
農
作
業
の
委
託
や
受

託
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
、
毎
年
、
都
城

北
諸
地
域
農
作
業
料
金
設
定
協
議
会
で
農

作
業
料
金
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
平
成
25

年
度
の
料
金
表
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
農
業
委
員
会
事
務

局
、
各
総
合
支
所
産
業
振
興
課
、
Ｊ
Ａ
都

城
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
事
務
局　

　
　

☎
23

−

７
８
６
８

子
ど
も
の
予
防
接
種
の
変
更

　

定
期
の
予
防
接
種
が
次
の
通
り
変
更
に

な
り
ま
す
。

【
結
核
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
）
の
対
象
年
齢
の
変
更
】

生
後
６
カ
月
未
満
か
ら
生
後
１
歳
未
満
ま

で
に
延
長

※�

標
準
的
な
接
種
期
間
は
、
生
後
５
カ
月

～
８
カ
月

【
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
の
対
象
の
変
更
】

特
例
期
間
が
平
成
７
年
４
月
２
日
～
19
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
期
間
に
生
ま
れ
た
人
は
、
20

歳
未
満
ま
で
、
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
人
は
、
従
来
通
り
で
す

【
長
期
に
わ
た
る
疾
病
な
ど
の
た
め
日
本
脳

炎
の
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
】

免
疫
の
機
能
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
る
重
篤

な
疾
病
に
か
か
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
の
特

別
な
事
情
で
、
定
期
予
防
接
種
の
機
会
を

逃
し
た
と
認
め
ら
れ
る
人
は
、
接
種
可
能

と
な
っ
た
日
か
ら
２
年
間
、
定
期
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

青
井
岳
荘
に
路
線
バ
ス
が
運
行
し
ま
す

　

宮
崎
交
通
が
西
都
城
駅
～
青
井
岳
温
泉

線
の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
敬
老
特
別

乗
車
券
（
敬
老
バ
ス
券
）
の
利
用
も
で
き

る
ほ
か
、
ワ
ン
コ
イ
ン
パ
ス
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
乗
り
放
題
）
を
提
示
す
る
と
１

日
入
浴
料
が
割
り
引
き
に
な
り
ま
す
。

　

青
井
岳
荘　

☎
57

−

２
１
７
７

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は 17：00 まで

月日 医療機関名 電話番号
４/21
㈰

教山医院（内・小） 62-1205
戸嶋病院（内） 22-1437
いづみ内科（内） 22-7111
山下医院（胃・外） 52-1348
ながはま整形外科（整） 46-7188
やの耳鼻科（耳鼻） 27-5222
あさお歯科 52-8148

４/28
㈰

有馬医院（内・小） 23-2610
田口クリニック（内） 24-0600
しげひらクリニック（内） 27-5555
三州病院（外・胃・内） 22-0230
池之上整形（整・ﾘﾊ・ﾘｳ） 23-2311
岩下耳鼻咽喉科（耳鼻） 51-1187
稲田歯科医院（祝吉） 22-8811

４/29
㈪

山内小児科（小） 22-0048
ケイオークリニック（内・小） 46-4500
黒松病院（内） 38-1120
宗正病院（外） 22-4380
花房医院（泌） 25-1177
武田産婦人科（産・婦） 22-0336
稲田歯科医院（山之口） 57-2030

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-
5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認して
ください
◎みやざき医療ナビもご利用ください
　http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp

●休日当番薬局
４/21 ㈰ かかりつけ、みやこ、ケーアイ都城店

４/28 ㈰ ハートフル、みどり、ひゅうが、チェロ、
友愛

４/29 ㈪ ひむか24 時間、下長飯

み
や
ざ
き
医
療
ナ
ビ
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図
書
館
だ
よ
り

◎
問
い
合
わ
せ

都
城
市
立
図
書
館　

☎
22−

０
２
３
９

高
城
図
書
館　
　
　

☎
58−

４
２
２
４

iyakonojo
imata

oo
hibushi
定住
自立圏見て　知って　ていじゅうじりつけん

みて しって

４
月
16
日
→
５
月
15
日

都城市立図書館　●休館日／４月22日・29日・30日、５月３日・４日・６日・９日・13日
高城図書館　　　●休館日／４月16日・21日・23日・29日・30日、５月３日・４日・７日・14日

●開館時間／9：30～18：50
●開館時間／9：30～18：00

子
ど
も
の
た
め
の
夜
間
映
写
会
（
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
）

●
４
月
20
日
㈯　

19
時
30
分
～
20
時
30
分

※
夜
間
の
た
め
、
必
ず
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

国
際
交
流
員
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
会

●
４
月
24
日
㈬　

15
時
～

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

　読
み
聞
か
せ
会

●
４
月
27
日
㈯　

11
時
～

「
世
の
中
の
罠わ
な

を
見
抜
く
数
学
」

柳
谷
晃
（
著
）
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
出
版
（
出
版
）

世
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
や
経
済
を
分
析
す
る
上
で
か

か
せ
な
い
「
数
学
」。
人
気
数
学
教
師
が
「
真
実
を
知
る

た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
数
学
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「
犬
の
ハ
ナ
コ
の
お
い
し
ゃ
さ
ん
」

今
西
乃
子（
著
）浜
田
一
男（
写
真
）Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
出
版（
出
版
）

私
は
犬
の
ハ
ナ
コ
。
10
年
前
に
け
が
を
し
て
捨
て
ら
れ
て

か
ら
、
ず
っ
と
ヒ
ロ
シ
先
生
の
動
物
病
院
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
さ
あ
、
今
日
も
病
院
の
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。

お
は
な
し
の
部
屋
「
そ
ら
ま
め
」（
未
就
学
児
の
親
子
）  

●
４
月
25
日
㈭　

11
時
～

本
と
お
は
な
し
の
会  

●
５
月
11
日
㈯　

14
時
30
分
～

　

内
容　

き
ん
た
ろ
う
（
日
本
の
民
話
）

「御
ごもんじょれいりん

文書令臨」
今回は、北

ほんごう

郷家に伝わる古文書を写し取った御
文書令臨を紹介します。収録されている史料は、
南北朝時代から江戸時代前期の幕府や島津本家に
関係するものが中心です。
　この中の、鹿児島藩主島津光久が都城島津家当
主久直に宛てた書簡に、江戸屋敷で起きた火災の
経緯が記されています。大火には至らず、けが人
も出なかったようですが、延焼の被害に遭った仙
台藩伊達政宗の様子や、それについて心を砕いた
都城島津家当主久直に対して、光久が感謝の意を
表したことが記されています。
　木造建築が中心だった江戸の町は、一度火災が
起こると、広範囲に延焼し、
たくさんの人が亡くなるこ
ともありました。この記録
から、火災は関心の高い事
項だったことをうかがい知
ることができます。

Vol.12

志布志市では、「伝統」と「新しいまちおこし」
が融合した「やすらぎとにぎわいの輪が協奏する
まちづくり」を進めています。これから行われる
イベントを紹介しますので、ぜひお越しください。

お釈迦まつり（４月 29日）
　江戸時代から行われて
いた釈迦降

ごうたん

誕を祝う伝統
行事。花嫁を乗せたシャ
ンシャン馬や踊り連が市
内をパレードし、多くの
人でにぎわう鹿児島県内
屈指の大祭です。

志布志みなとまつり（７月第４日曜日）
　約１万発の花火が
志布志港を彩る夏の
最大イベント。さん
ふらわあクルージン
グなどの多彩な催し
が行われます。

◎問い合わせ　都城島津邸�　☎23-2116◎問い合わせ　志布志市企画政策課�　☎099-4７4-1111　
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ク イ ズ広 報

今月号を読んでのわたしの一言

問

問

問

答

答

答

▼

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い
（
郵
政
は
が
き
で
も
可
）

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

Vol.88

①〇〇〇〇シティ都城の実現に向けた平成 25
年度当初予算が成立しました。

②モンゴルとの友好増進に取り組む川﨑さ
ん。遊牧民に〇〇発電機を贈っています。

③食物繊維を多く含む野菜「〇〇〇」は、便
秘の解消のほか動脈硬化の予防に効果的。

　

国
際
交
流
員
の
ひ
と
り
ご
と

クイル・アンダーソンさん（アメリカ）Vol.14

走る走る俺たち♪

　先月、県内でいくつかのマラソン大会があった
らしいですね。私の友達も外国人・日本人問わず
参加したと聞きました。
　最近フェイスブックで、アメリカにいる友達が
ちょっと変わったイベントに参加したのが分かりま
した。まず、「The�Color�Run（ザ・カラー・ラン）」
というイベント。５㎞を走るイベントですが普通の
マラソンと違い、参加者は「走る人」と「色を付
ける人」に分かれます。走る人は白いＴシャツを
着て走ります。チェックポイントに入ると、色を付
ける人が色粉を振り掛けるので、ゴールするころ
には、参加者みんながカラフルに染まっています。
「Tough�Mudder（タフ・マダー）」というイベント。
参加者は泥だらけの障害物コースを通らなければ
なりません。高崎町のどろんこバレーと同じように、
優勝を目指す参加者はもちろんいるけど、泥で遊
ぶことだけで十分楽しめる人も多
いです。
　少しプニプニになった私も改め
てジョギングを始めようかな…。
◎問い合わせ
　生活文化課・国際化担当
　☎23−2295

  
● 
３
回
目
の
成
人
式
を
済
ま
せ
た
私
。
４
回
目
の
成
人

を
目
標
に
、
何
事
に
も
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
、

生
涯
青
春
で
い
た
い
も
の
で
す
。

（
下
川
東
三
丁
目　

ク
ロ
ー
バ
ー
大
好
き
人
間
さ
ん
）

● 

市
内
の
各
地
区
で
趣
向
を
凝
ら
し
た
活
動
を
続
け
て

い
る
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
。
都
城
市
全
体
の
活
性
化

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
で

す
ね
。

（
郡
元
町　

ゆ
み
ゆ
み
さ
ん
）

● 

都
城
歴
史
資
料
館
の
「
家
庭
電
化
製
品
と
暮
ら
し
の

変
化
展
」
を
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
子
ど
も
が
ち
ょ

う
ど
社
会
科
で
習
っ
て
い
た
の
で
、
黒
電
話
や
テ
レ

ビ
、
ア
イ
ロ
ン
な
ど
を
興
味
深
く
見
て
い
ま
し
た
。

（
祝
吉
二
丁
目　

Ｙ
さ
ん
）

● 

昨
年
末
開
催
さ
れ
た
夜
神
楽
大
祭
。
夜
神
楽
の
奉
納

と
併
わ
せ
て
、
地
元
の
郷
土
芸
能
の
披
露
も
あ
り
、

私
も
踊
り
に
参
加
し
ま
し
た
。
祭
り
を
締
め
く
く
る

花
火
が
と
て
も
き
れ
い
で
印
象
的
で
し
た
。

 （
安
久
町　

Ｎ
・
Ｓ
さ
ん
）

● 

山
之
口
で
始
ま
っ
た
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
。
画
期
的

で
素
晴
ら
し
い
サ
ー
ビ
ス
で
す
ね
。
私
の
好
き
な
都

城
が
便
利
に
な
っ
て
、よ
り
住
み
や
す
い
ま
ち
に
な
っ

て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。 （

蓑
原
町　

梅
ち
ゃ
ん
）



施設案内施設案内
今月の 読者プレゼント

商品提供事業者

【和菓子の詰め合わせ　3,000 円相当】

玉泉堂菓子舗
（上町）
☎ 22-5926

季節ごとにいろいろな味が
楽しめる当店自慢の和菓子
の数々。皆さんのご来店を
お待ちしています。

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
番号と、わたしの一言や４月号を読んだ感想を書い
て、〒885−8555　秘書広報課まで。正解者の中から、
抽選で１人にプレゼントを差し上げます。

※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選
者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　４月30日㈫　当日消印有効
◎発表　本紙６月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集し

ています。詳しくは秘書広報課まで問い合わせください

◎２月号クイズの結果【応募総数 72通】
　★正解／① 1639　②まちづくり　③夜神楽
◎２月号当選者　束野　真樹さん（高城町穂満坊）
　　　　　　　　樋口　芳子さん（年見町）

都城市役所 秘書広報課 行
（広報 都城 No.88 2013年４月号）

■美術館（姫城町）� ☎25−1447
開館時間　９：00～17：00（入館は16：30まで）
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎「新しい物語のはじまり2013」　～５月12日㈰
※土・日曜日に美術館で行っていた住民票などの発行
　事務は、４月６日㈯から図書館へ変更になります
■都城歴史資料館（都島町）� ☎25−8011
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）　
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展「遊びにいこう！　大昔の都城へ」　
　４月27日㈯～９月１日㈰
◎体験学習会「大昔の人になりきろう！」
　４月28日㈰　10：00～16：30（15：30まで受付）

■たちばな天文台（高崎町）�� ☎62−4936
開館時間　10：00～15：00　
　　　　　　㊎㊏、㊗の前日は19：00～22：00も開館
入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）

■旧後藤家商家交流資料館（高城町）� ☎58−6900��
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎端午の節句　４月27日㈯～５月６日㈪

■高城郷土資料館（高城町）� ☎58−5963
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

■山之口弥五郎どんの館（山之口町）� ☎57−3713
開館時間　９：00～17：00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

■人形の館（山之口町）� ☎57−5295
開館時間　９：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

■都城島津邸（早鈴町）� ☎23−2116
開館時間　９：00～17：00（入館は16：30まで）
観覧料　「本宅」　小学生以上100円
　　　　「都城島津伝承館」　一般210円
　　　　高校・大学生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎収蔵作品展「都城と都城島津家」　～６月23日㈰
◎五月人形展　４月20日㈯～５月19日㈰

※４月16日～５月15日の日程



インフォメーション

今月の表紙

テレビ番組の案内

ラジオ番組の案内

市の提供番組紹介

■ BTV ケーブルテレビ
　（デジタル111ch、アナログ５ch）
　※毎回10 分間放送
　「みやこんじょジャーナル」
　① ６：50 ～　②11：50 ～　③17：50 ～
　④20：50 ～　⑤22：50 ～

■MRT ラジオ（AM放送 936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月〜金曜日（祝日除く）15：30 〜 15：45
■シティエフエム都城（FM放送 76.4MHz）
　「インフォメーション M」　毎週：月〜金曜日
　９：49 〜９：54、15：54 〜 15：59（再）

◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎ 23-7140

都城市現住人口 スマートフォンからも
市 政情 報をご覧にな
れます

米村でんじろう　
　　おもしろサイエンスショー
目の前で繰り広げられるたくさんの実験にわくわくどきどき。
科学の「不思議さ」と「面白さ」をご家族で
体験してください。

●日時　４月28日㈰
　　　　開演 14:00

●入場料　無料　
◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎ 26-7770

※団体申し込みはMJのみの取り扱い。３歳からチケット必要。
　３歳未満の膝上鑑賞無料　

シアターフェスティバル2013
今年も、毎年恒例の「シアター
フェスティバル」を開催。
劇団こふく劇場をはじめ、都城
圏域の劇団が交流プラザに大集
合！
笑いあり、涙ありの感動のパフ
ォーマンスで会場を沸かせます。

●日時　５月５日㈰　※２回公演
①開演13:00（開場12:30）　②開演15:30（開場15:00）

●料金　〔全席指定〕  1,800 円
　　　　団体 1,500 円（10 人以上）

　国の重要無形民俗文化財に指定されている山之口麓文
弥節人形浄瑠璃の定期公演が３月 17 日、人形の館で開
催されました。今年も地元保存会の会員らが約 10 カ月
にわたり、麓小学校の５・６年生 24 人を指導。定期公
演の直前に行われた
練習では、人形の扱
い方や語り太夫の節
回しなどの細かな指
導を受けながら、本
番に向けて自信を深
めていました。

定期公演に向けて猛特訓！ 子ども人形浄瑠璃

平成25年３月１日現在 前月比

世  帯  数 70,438世帯 （－35）

人口総数 167,849人　 （ －27）

男 78,647人　 （－29）

女 89,202人　 （      2）
※平成22年国勢調査確定値に基づく推計人口です

季節は春。別れに涙し、新たな出会いに胸高鳴ら
せている人も多いのではないでしょうか。市役所

でも先輩方が庁舎を後にし、新たに採用された職員が
希望を胸に、公僕としての新たなスタートを切ります。
私の採用された十数年前を振り返ってみると、最初の１
週間、人にも環境にも慣れずに肩が凝って整骨院に通っ
たことを思い出します。はじめは簡単と思えることさえ
もままならないもの。新たなスタートを切る皆さん、ま
ずは肩肘張らず素直な気持ちで臨みましょう。（久）

イベントカレンダー（４月16日〜５月15日）
※【　】内は場所、問は問い合わせ先　

都城市エリア

４
月

８日㈪ ~ ５月 11 日㈯ 　
庄内川のこいのぼり【庄内川堤防】
問�荘内商工会　☎ 37−0024

21日㈰　試合開始　10：00
都城ラグビーフェスタ　
【母智丘関之尾公園多目的広場】

問�都城ラグビーフットボール協会　
　�☎ 64−2105（山田中学校・高橋）

29日㈪　９：00〜　※雨天中止
早水あやめまつり【早水公園多目的広場】
問�同実行委員会　☎ 23−2890

５
月

12日㈰　８：00〜11：00
ぼんち市【東中町通り】
問�都城商工会議所　☎ 23−0001

環霧島エリア

４
月

20日㈯　９：00〜
ポピーまつり【生駒高原】
問 花の駅生駒高原　☎ 0984−27−1919

５
月

３日㈮〜5日㈰　10:00〜
縄文の森春まつり【縄文の森】
問�縄文の森　☎ 0995−48−5701

小林市

霧島市
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